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◆◇エ ッセ イ◆◇◆

『再 び 、MTサ ミ ッ トが 日本 で』

 ア ジア太平 洋機械 翻 訳協 会(AAMT)が 昨年6

月 正式 に発足 して か ら新 たな飛躍 を 目指 す初 め ての

新 年 を迎 え られ ま した。 日本 機械 翻 訳協会(JAM

T)が その設 立後 わず か1年 余 りで 、 アジ ア諸 国 か

らの 大 きな期 待 の もとに拡大 された こ とは、長尾J

AMT会 長 を中心 とした精 力 的 な御 尽力 によ る もの

です。

 本 年 は 、AAMTに とって は大変 重要 な年 を迎 え

られ ま した。国 際的 な面 での ビッグ ・イベ ン トであ

る第4回 機械 翻 訳サ ミッ ト (MTSummitIV)

が (社)日 本電 子 工業振 興協 会 とAAMTの 共催

で 、7月20日 ～22日 に神戸 で開催 され る こ とに

なって い るか らです。MTSummitIが1987

年箱 根 で開催 されて か ら6年 ぶ りの 日本 で の開催 で

あ り、MTSummit組 織委 員会(長 尾AAMT

会 長)を 中心 に活 動 を開始 してお ります 。私 は この

MTSummitIVの 展 示 委員 会委 員 長 とい う重 責

を任 命 され ま した。 そ こで 成功 を目指 して精 一杯頑

張 りた い と思 い ます。

 MTSummitIが 開催 され た1987年 当

時 もそ うであ った ように、 い まで も機 械翻 訳 シス テ

ムの研 究 開発 に は多 くの企 業や研 究機 関 等が相 当数

の優 秀 な人材 と多額 の資 金 を投 入 し、実用 化 を 目指

した商用 シス テ ムの開発 を続 け て きてい ます。 しか

しなが ら、ユ ーザ側 と して はそ の実用 性 につ いて は

まだ まだ懐 疑 的 な 目で機 械翻 訳 システムを見 てお り、

各 メー カは商用 システ ムの 市場 開拓 ・拡大 に苦 戦 し

てい るの が現状 で はな いか と思 い ます。

 当初 、MTSummitは 以 ドの ような こ とを

メー カ、ユ ーザ 、政 府 な どに広 く認 識 して もら うこ

とが必 要 であ る とい う主 旨 で開催 された と聞 きお よ

んで お ります。

 ・機械 翻 訳 シス テムの 現状 の技術 レベ ル とこれ

  か らの解決 すべ き技術 的問題 を明 らか にす る。

 ・現状 をユ ーザ に十分 認識 して もらい、使 用範

  囲 を限定 した り、運用 方法 を工夫 す る ことに

  よ り、 コス トパ フォー マ ンス の点 で人 間翻 訳

  よ り十分な効 果 が発揮 で きる。

 ・現状 の 商用 シス テム に も、 まだ まだ言語 処理

日本電気(株)取 締役支配人 吉川 英一

  の 立場 か ら研 究 開発 しな ければ な らない こ と

  が残 積 して お り、 これ らの解 決 に は長時 間か

  か るた め政府 当局 その他 か らの研 究支援 が 必

  要 であ る。

 MTSummitIVで もこの 当初 の 目的 に対 す

る認 識 を更 に深め て も らい たい と思い ます。

 つ ま り、機 械翻 訳 市場 が健全 に育成 され、 将来 に

わた りよ りよい研 究 開発 計 画 と して継続 し発展 して

い くよ うに、 日本 を始め と したAAMT参 加 国の先

端 技術 を南北 ア メ リカ地 域機械 翻訳 協会(AMTA)

お よび ヨー ロッパ地域 機械 翻訳 協会(EAMT)に

参 画 してい る欧 米各 国 に ト分 認識 して も らい た く思

います 。 そ して 、各 国 におい て も機 械翻 訳の研 究 開

発 や商用 化 が途 切 れる こ とな く盛 んに なる ような契

機 を与 え られ る ようにMTSummitIVを 成 功

させ る ことが重 要 であ る と思 い ます 。

 また 、AAMTの 活 動成 果 の・・つ と して、機 械翻

訳 シス テ ムの実用 化 に は徐 々 にで はあ りますが 翻訳

業界 を先 導 と して 普及 の気 運が 芽生 え始 めて きてい

る と思 い ます。 この こ とは、 昨年12月 に(社)日

本翻 訳協 会 と共催 で 開催 され た翻 訳 フ ェア'93に

お ける 「ユ ーザ のた めのMT活 用 セ ミナ ー」 で 、先

進ユ ー ザで のス テ ップ別機 械翻訳 導 入 ・活用 方 法/

こう して使 って い る機 械翻 訳/ネ ッ トワー クに よる

翻訳 の 可能性 等 につ いて の報 告に もあ りま した し、

今後 も機 械翻 訳 シス テム の社会浸 透 のため にAAM

Tが 果 た され る役 割 は ます ます大 きいの では ないか

と思 い ます。 そ して 、 メーカの 立場 か らす れば 多 く

のユ ーザ 事例 が関係 者 の大 きな注 目を集め る場 で報

告 され る こ とによ って、 もっ と もっとユ ーザ 層 が拡

が りビジネス の芽 が少 しで も出 て くるで しょう し、

そ れに よっ て機 械翻 訳 シス テ ムの研 究 開発 は地 道で

はあ るが 着実 に進展 して い くこと と思 い ます。

 機械 翻 訳の 理想像 は21世 紀 を 目指 してい ます。

その 目的 の ため に技術 的 にク リアすべ き要 素技術 を

明 らか に し、 かつ機 械翻 訳 の果 たす役割 を追求 す る

ため に も今 後 のAAMTの 活 動 に大 き く期待 してお

ります 。

                ◆◇ ◆◇◆
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「翻 訳 フエ ア'93」 開催 報 告

平成4年12月15日 ～17日 、東京 北の 丸公 園 内科学技

術 館 にお いて 通産 、外 務 、労働 、科 学技 術 等各省 庁

の後 援の 下 に 「翻訳 フエ ア93」 を開催 した。

 メイ ンテ ーマ は 「電 子 コミュニケーシ ョンの未 来j

で あるが 、翻 訳 を電 子化 す る ツール として機 械翻 訳

システ ム を位 置付 け 、その有効 活用 の方法 を解 明す

る手段 を論議 し、 また研 究 開発 の最先 端の情 報 を提

供 し、 コミュニ ケー シ ョン環 境 の未 来像 を探 る こと

を 目的 と して 「翻 訳 フエ ア」 を企 画 した 。

 この 「翻訳 フエ ア」 に は所 謂 川上 の研 究 開発 部 門

か ら技術 開発 、供給、普及、川 下の 最終 ユ ーザ に至 るま

で翻 訳 にかか わるすべ て の階層 の人 々 に参加 い ただ

くため に(社)日 本翻 訳 協会 と共催 、(財)国 際情 報化

協力 セ ンターの特 別 協賛 とい う実行 組織体 と した。

(社)日 本翻 訳 協 会(]TA)は 労働 省 所 管 の法 人 で 、

主 た る事 業 は 「翻 訳 士 の資 格 認 定試 験」 の 実施 で

あ り、 また 多 くの 翻 訳 者 の育 成 に努 め て い る 団体

で もあ る。

 (財)国 際 情 報 化 協 力 セ ン タ ー(CICC)は 通 産

省 の所 管 で発展 途 上国 に対 す る コ ンピュ ー タ リゼー

シ ョンへ の協力 、普及 啓 蒙活動 を行 ってい るが 、1987

年 よ り国の委 託 を うけ て中 国、タイ、マ レー シア 、イ

ン ドネ シアの4力 国 と最先端 の多 言語機 械翻 訳 シス

テムの 共同研 究 を実施 して い る団 体 で もある。

「翻 訳 フエ ア」の開会 式(12月15日)に は来賓 、主催 者

側企 業 の代表 や 関係 者 が参 集 し、通 産、労働 両省の

幹 部か らの ご祝辞 を賜 った後 来賓代 表、 長尾 大 会会

長 、湯 浅実行 委員 長等 の手 に よ りテ ー プに鋏 が 入 れ

られ華 々 しく開会 の幕 が切 って お と され た。

(12115シンポジウム1)

 多言 語 機 械 翻 訳 シ ステ ム

シンポジウム1は3つ のセッションで構成された。

 先ず東工大の田中教授から 「国際化の中での機械

翻訳研究の現状と課題」と題して基調講演が行われた。

 世界各国の過去から現在に至る機械翻訳の研究開

発の動向が紹介され、ついでCICCが 取組んでい

る研究が現在市販 されているトランスファ方式とは

異なり中間言語方式を採用 しているとの紹介があっ

た。これは多言語間翻訳を行う場合には開発がし

やすいし、また人工知能の色々な技術がこれに集約

されて いて 、 この技術 を各 国 に根 付 かせ 、 また技術

の 波及効 果 も大 きい とい う点 か ら採 用 され た。現 実

に各 国 が独 自にシス テム を作 る こ とが 出来 た し、作

られ た辞書 も単に機械 翻訳 だけで はな しに 自然 言 語

処 理 を理解 す るな どの側面 か ら も大 きな財産 とな っ

てい る と思 う。今 後 の課題 と して はや は り大 規模 な

知 識ベ ース の構 築 、 ヒューマ ン イ ンター フェー ス、

評価 法 、標 準化 、 ネ ッ トワ ーク、 並列処 理 な どの技

術 との融合 も進 め て行 くこ との重 要性 が述べ れ た。

 次 いでCICCプ ロ ジェ ク トの概 要 の説 明 が行 わ れ

た後共 同研 究先 の タイ、中 国、 マ レー シア、 イ ン ド

ネ シア各 国か ら 「研 究 開発 の現状 と問 題点」 が 報告

され た。各 国 のお かれ てい る立場 や環 境の 違 いは あ

る もの ・何 とか これ を成 功 させ たい とい う熱気 が感

じ取 れ た。

 最後 に各 国研 究機 関 の代 表者 に よる 「多 言語 機械

翻訳 に向 け ての国 際協力 」 とい うテーマ でパ ネル デ

ス カ ッシ ョンが展 開 された 。

(12116セ ミナ ー)

 ユ ー ザ の た め のMT活 用 法

 第1セ ッシ ョン 「ス テ ップ別機 械 翻訳 の導 入 、活

用 の ノ ウハ ウ」 で は牧 野助 教授(東 邦 大)か ら機 械

翻 訳 をエ ンジニ ア リング と して とら えプ ロセス 、品

質 、翻 訳技 能の 向上策 が論 ぜ られ た。小 川 氏(日 経 印

刷)は 「MTが その ままで使 える とい う人 は勿 論翻 訳 の

素人 だが 、使 えない と云 う人 は またMTの 素人 だ」と前

置 き し辞書構 築 の ノ ウハ ウを披 渥 、 また機械 翻 訳業

の桜 井氏 は 「プ ロで も完全 な翻訳 は出来 ない 」と し、

日本文 の編 集 の仕 方 を、森 氏(バ ベ ル)は 人材教 育 の

現場か ら而 舌用 のポイ ン トを講演 して戴 いた 。

 第2セ ッシ ョン 「こう して使 って い る機 械 翻 訳 」

で は原 田氏(IBM)が5年 間の使 用経 験 を通 じ、運用

面、設計面 にお け る改善 点や プ ロセス を詳細 に説明 、

活用 にあ た って は翻 訳 の流 れ と特 徴 を把握 しこれ に

あ わせ て機 械翻 訳 プ ログ ラム、周 辺 プ ログ ラム、運

用態 勢 を整 える こ とが 大切 であ る と強調 され た。

安藤 氏(+印)はMTは ち ょっ と工 夫 す れ ば活 用 出

来 る と して使 い 方の実例 を紹介 、小 沢氏(日 本NCR)

は機 械翻 訳 は下訳 と して使 用 してい るが これ は有 能

な翻 訳者 と機 械 シス テム調 和 と共存 とい う長期 的 な
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テー マ に基 づい て の対 応 であ る。 翻 訳 者がMTシ ス

テム を使 い こな せ る ように なれば仕 事の場所 的制 約

か ら解 放 され、頭 脳 を単 な る肉体 と して用 い る類 の

翻 訳の 苦行 か ら解 放 され るで あ ろ うと論 じた。

古 庄氏(翻 訳工房 夢屋)は 会員60名 を擁 す る翻 訳 を

主 題 と したパ ソ コン通 信 ホス ト局 を運営 して い るが

聴 訳式 英語学 習教 材作 り等 の 事例 紹 介が あ った。

 第3セ ッシ ョン 「ネ ッ トワ ー ク に よる翻 訳 の 可

能性」 では井 上氏(イ リス)がNIFrY-SERVEを 使用

して ヨー ロ ッパ 言語 と英 語 の機 械 翻 訳 サ ー ビスの

実施状 況 を、原 田氏(高 電 社)か らは 日韓翻 訳 シス テ

ム をパ ソ コンネ ッ トを利 用 して の使用 事例 の紹 介が

あ った。柏原 氏(ス バ ル)か らは 「機 械翻 訳 一商 用 デー

タベ ース」と 「機械 翻 訳 一契 約翻 訳 者」 とい うネ ッ ト

ワークサ ー ビスの事例 が 、また石崎 教授(慶 大)か ら

は大学 内にお けるゼ ミや授 業 に使用 されて い るMTシ

ス テムの使 用 事例 と、学 生 た ちは 「自動翻 訳」と 「機

械 翻訳 」を混 同 して いた こと、システム作 りの難 しさ

を痛感 した な どの感想 の紹介 が あ った。

 第4セ ッシ ョン は 「機械 翻訳 と著作権 、知 的財 産

権 」 と題 して吉 田弁護士 の 講演が あ った。

(12117シ ンポ ジウム2)

 電 子 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 未 来

第1セ ッシ ョン 「電 子 コ ミュニ ケー シ ョンの未 来」

 西垣 教授(明 大)か ら21世 紀 に むけ ての 国際 コ ミュ

ニ ケー シ ョンは電 子メ デ ィア によ ってサ ポー トされ

て行 く可 能性が 極 めて 高 くその 中で も機 械翻 訳 は 中

心的 な役割 を果 たす との基調 講演 が あ った。

 第2セ ッシ ョン「機 械翻 訳技術 の未来」 と題 し、中

堅研 究 者 に よるパ ネル討論 が お こな われ た。機械 翻

訳 シス テムが完 全 に ク リア しな けれ ばな らな い解 析

技 術や パ ター ン認 識技 術 の活 用、 人 間翻 訳 者が もっ

てい る ノウハ ウ を どの よ うに組み 込 むか 、翻 訳 者 と

機 械 翻 訳 との ギ ャッ プ を埋 め 、 ッ ー ル を ど う埋 め

込 んで行 くか 、翻 訳効果 を高め る ための 自動 前処 理

技 術 の確 立の必 要性 、計算 機 に どの よ うに常 識 を人

れ込 めば 良い のか 、 またそ の常識 の範 囲 な どにつ い

て熱烈 な討論 が展 開 され た。

 第3セ ッシ ョン「翻 訳 の未来像 」で は理系 、文系 の学

者 によ って、 機械 翻 訳の 出現 に よ り翻 訳 と云 う仕 事

が 将来 どの ように変化 して行 くの か文化 的側 面 か ら

パ ネル 討論が 展 開 された。

3

 技 術 固有 の問題 の ため に 言語 や伝統 的 な文化 がゆ

が め られ は しな いか 、機 械翻 訳 シス テム では感情 が

発揮 で きるのか 、機 械 に強 制 されて無 味乾燥 な 文章

を書 くよ うにな らな いか、 技術 が 導人 され る初期 の

段 階 で は色 々 な危惧 が 出 る し、 それ もはつ れる こ と

が多 いが 技術 の進 歩 は人間 や環境 を変 化 させ、 新 し

い文化 を築い て行 く事だけ は真実 であ ろ う との 大所

高所 か らのユ ニ ーク な討論 が展 開 され た。

 (12!15、16機 械 翻 訳 展 示 会)

 12115～16日 に 開催 した機 械 翻 訳 シ ス テ ム及 び シ

ステ ム関連 ソ フ ト、MT関 連 ツ ー ル展 示会 には3団

体11企 業が 出展 した 。

 (財)国 際情 報化 協力 セ ンター(CICC)ブ ー スで は

国際 共 同研 究 先 の タイ、マ レーシア、 イン ドネシア、

中国の研 究 員 も参加 し、 過 去6年 間 の研究 成果 を公

表 す る実 証 評価 試験 の デモ ンス トレー シ ョンが 行 わ

れた。 この機 械翻 訳 では 同時多 言語 間の翻 訳が で き

る。 現在5力 国 間で20通 りの翻 訳が ロ∫能 であ る。 ま

た国際 ネ ッ ト回 線 を利 用 すれ ばASEAN会 議 も 日本

に居 なが らに して各国代 表 の演 説 を知 る こ と も可能

とい う画期 的 シス テ ム で もあ る。まだ研 究 開発段 階

にはあ るが 、早急 な商品 化が 大い に期 待 され る。

 海外生 産 シ フ トの展 開 、海外研 究開発 拠 点の 設置 、

国 際情 報交 流 活 動 の活 発 化 な ど国際 化 グ ローバ ル

化 は著 し く進展 して お り、 それだけ に翻訳 ニ ーズ も

多方 面に拡 大 して いるが、 今 回の展 示会 開催 に 当た

っては研 究産 業 、輸 出入産 業、 海外!#:産比 率の 高 い

電機 、情 報 、事 務 機 、自動 車 な どの 産 業 界 に タ ー ゲ

ッ トを しぼ り重 点的 に来場促 進 のDMやPRを 行 った

結果2日 間 で3500名 のお客様 をお迎 えす るこ とが出

来 た。会 期 中は 来客 が途切 れ る事 もな く、 と くに翻

訳 ニーズの高い部 門の お客様 だ けに滞留時 間 も長 く、

熱心 な質 疑応 答 が繰 り返 され た。特 に会期 直前 に新

製 品 を発 表 した 数社 の ブース では黒 山の人 だか りの

活況 を呈 し、説 明員 は本 当 に疲 れ切 った と嬉 しい悲

鳴 を上 げて いた 。お客様 の反応 も機械 翻訳 の進 歩 は

素晴 ら しい 、年 々使 い易 くな ってい る印象 を受 け た

との評価 を多数 載い てい る。

 今 回 の翻 訳 フ ェア を総括 すれ ば、広 報期 間が 短 か

った事 、会期 が 年末 の繁忙期 に重な った事 、必 ず し

も足 場の 良 い会場 で はなか った等 の反 劣点 はあ るが

総体 的 に見 て盛 況 、成 功 をお さめ た と思 われる。
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一
英 日 ・日英機械翻訳 システム

   コ ン パ ク トな 翻 訳 専 用 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン

DUET Qt

シ ャー プ株 式会 社

シ ャー プは 、業界 最小 、最軽 量の 英語 日本語 双 方向

機 械翻 訳 シス テ ムの発売 を開始。1988年 か ら英 日機

械翻 訳 シス テム を販 売 し、 その開発 で培 った高度 な

翻訳 ソフ トウ ェア技 術 と豊富 な納 入実績 を もとに 日

英翻 訳 ソ フ トウェ アを開発 しま した。

〈 日英機 械翻 訳 システ ムの特 長>

1 省 スペ ース タイ プの コンパ ク ト設計

 UNIXを 搭 載 した ワ ークス テー シ ョンで は業界

 最小 、最軽 量 を誇 るA4フ ァイルサ イズ の コ ンパ

 ク トボデ ィです 。

2 高度 な意味 解析 、言 語処 理 に よる適切 で 自然 な

翻 訳文 の生成

意味 トラ ンス フ ァー方式 とい う翻 訳 ア ル ゴ リズ ム

 を採 用 して い ます。

3 充実 した辞書 に よる翻訳

基本 語 辞書 は、70,000語 を内蔵 してい ます。 また 、

学 習辞 書 に よ り、訳語 の優 先度 を変 更 で きます。

ユ ーザ辞書 は、 ユ ーザ特有 の言 葉 を新規 に登 録す

るた めの辞 書で 、最 大100,㎜ 語 を登 録で きます。

専 門用 語辞 書(オ プシ ョン)も 用 意 してい ます。

4 1台 で英文 ・和 文 の両方 が入 力 で きるOCR

英文 認 識 ・和 文 認識 を1台 で実 現す るOCRを 接

続 す るこ とで、翻 訳原 文 を効 率 的 に入力 で きます。

 自動 認 識処理 は、 自動 的 に文字領 域 を認 識で きる

機能 で 、文章 の入 力作 業が 大幅 に改 善 され ます。

 さ らに最大30枚 の翻 訳原 稿 を一・度 にセ ッ トで きる

オー トドキ ュメ ン トフ ィーダ を接 続 す るこ とに よ

 って、 一括 自動 入力処 理が で きます。

5 多彩 な翻訳 支援機 能 に よる適 切 な翻訳

泌

働

取扱説明書に多い主語のない文の訳出(命 令文か

受動態)な ど、用途や目的に合わせて翻訳文の文

体を指定することができます。

       1仙一
～

       .曾 撃,
o辮 罰   幽

       制 摩、

乱・  ・ 一 マ

・〆 ～コ 刷業'ク

       ー建 一環聯
       剛

・劉r甑 ㌔・,

!、・一/ 英日 ・日英機 械翻 訳/スrム

    DUFTQヒ

*文 節 の"係 り受 け"を 変 え て 翻 訳 す る

「係 り受 け変 更 機 能 」 の 例

「私 が 検 討 し た 項 目 を選 ん だ 」 と い う文 章 の 場 合

 一 「私 」 の 述 語 と して 「検 討 した 」 に係 る 場 合

 The item which I examined was selected.

 一 「私 」 の 述 語 と して 「選 ん だ」 に係 る場 合

 Iselected the examined item.

*言 葉 の 切 れ 目 を指 定 して 翻 訳 す る

「区 切 り指 定 機 能 」 の 例

「電 動 機 動 力 」 の 場 合

 一 「電 動 」 と 「機 動 力 」 に 区 切 る 場 合

 Electricaly powered mobility

 → 「電 動 機 」 と 「動 力 」 に 区 切 る 場 合

 The electric moter power

 な どの翻 訳 支援 機能 によ り、 適切 な翻 訳が 可能 に

な ります。

6 コンパ ク トなボ デ ィなが ら高速 の翻 訳 を実現

 1時 間 にこなせ る翻 訳量 は、 約5,㎜ 語(A4サ

 イズ用 紙約7枚 分)

7 パ ソ コンや ワー プ ロな ど多彩 な機 器 と連携 が

可能
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〈仕 様 〉

ハ

ー

ド

ウ

ェ

ア

日
英
翻
訳

ソ
フ
ト

英

日
翻
訳

ソ

フ
ト

本体

マ ウス

基本ソフト

辞書

翻訳

支援機能

辞書

翻訳

支援機能

CPU

メモ リ

ハ ー ドデ イ ス ク

フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク

表示装置

サイズ/重 量

32ビ ッ トCPU(MC 68030)

16MB

200MB

内 蔵3.5イ ン チ

液晶デ ィスプ レイ

幅320㎜ ×奥 行 き273.5㎜ ×高 さ62㎜/3.7kg

3ボ タンメ カニカルマ ウス

OA/UX4.0(UNIX SystemVリ リ ー ス4.0ベ ー ス)

基本語辞書

ユーザ辞書

専門用語辞書

(オプシ ョン)

翻訳方式

翻訳速度

翻訳処理モー ド

翻訳 モー ド

約70.000語

最 大100。000語/辞 書 麟 する内容やハードディスクの残量によって制限されます。)

情報処理、電子工学、機械工学、経済

意 味 トランスフ ァー方式

約5.000語/時 間、A4用 紙(640語)約7ペ ージ

対話型翻訳/バ ッチ翻訳

主語省略文(受 動態/命 令文)な ど

区切 り指定、係 り受け変更、別解釈、未登録語検索、検索置換など

基本語辞書

ユーザ辞書

学習辞書

専門用語辞書

(オプシ ョン)

翻訳方式

翻訳速度

翻訳処理 モー ド

翻訳 モー ド

約79.000語

最 大40.000語/辞 書 麟 する内容やハードディスクの残量によって制限されます。)

利用可能

情 報処 理、電子工学、機械工学 、経 済、化学工学、航 空

科 学一般 、医学一般、バ イオ、 自動車 、コン ピュー タ

意味 トランス ファー方式

約12.000語/時 間、A4用 紙(400語)約30ペ ージ

対話型翻訳/バ ッチ翻訳

訳文形態(で すます調/で ある調)な ど

部分翻訳指定、分割翻訳指定、 フ レーズ指定、無翻訳指定、品詞指定 、

文型指定、別解釈、 スペ ルチ ェ ック、検 索置換な ど

<英 文 ・和文OCR>(オ プシ ョン)

認織文字種類

認繊 フオン ト

文字 フォン ト

認識速度

認織率

認職処理モー ド

支援機能

英 文

英字/数 字/記 号(28種 類)

計90種 類

和 文

ひらが な/カ タカナ/英 字/数 字

記号/漢 字(JIS第1水 準+164文 字)

オ ム ニ フ ォ ン ト

6ポ イ ン ト～60ポ イ ン ト(2㎜ ～20㎜)

60文 字/秒

99.8%

(当社測定値)

50文 字/秒

99.0

(当社測定値)

対話型認識/自 動認識

自動領域指定機能、英字フォント登録機能など

(間合 せ先 シ ャー プシス テム プ ロダ ク ト(株)電 話03-3267-5753

                5

(ダ イヤル イ ン)
AAMTジ 栖 ナル

1993.2 No.2



英文作成支援 システム

ReadyPen VO2

●ReadyPenと は

 ReadyPenは 、 ビジネス レターや契 約書 な ど海外 と

の取 り引 きに欠 かせ ない 英文 書の作 成 を支援 す るシ

ス テムです 。

 既存 の文 書や例 文 を上 手 に使 って、英 文 ビジ ネス

レター をサ ッと仕 上 げ るの は、国際 派 ビジネスマ ン

の必須 テクニ ッ ク。 この よ うな 「英借 文 」式 英作 文

をシス テム化 しま した。 英文 の入力 ・編 集 ・印刷 な

どの基 本機 能 に加 えて 、 「英借 文Jデ ー タベ ース の

参照機 能 、辞 書引 き機 能 、英 文チ ェ ック機能 な ど を

備 え、 トー タル な英文作成 環境 を提 供 します 。

●ReadyPenの 特長

田 「英借 文 」の シス テム化

既存 の 文書 や例文 をち ょっ とだけ直 して利 用す る

r英借 文」式 英作 文。ReadyPenは その ため に必 要 な

以 下の 支援機 能 を備 えてい ます。

 口 英文 作成 機能 口

  基本 的 な英文 入力 ・編 集 ・印刷 機 能 を備 えた英

 文エ デ ィ タで す。 さ らに、英文 ビジネ ス レター を

 作 成 す るのに便利 な 自動 レイア ウ ト機 能 や住所 録

 機 能 を利用 す る こと もで きます。

 口定 型文書 参照 機能 ロ

  ビジ ネス レ ター な どの 定型 的 な英文書 を、文例

 をも とに作 成 します 。文 書の 目的 に応 じて定 型文

 書 デー タベー ス(定 型文例 集)か ら文例 を選び 出

 し、ほ んの一 部 をか えるだ けで、 立派 な英文 書 が

 書 け ます 。

           富士通株式会社

口 用例 参照機 能 口

 和 英対 訳 の用例 デー タベ ース(用 例集)か ら例

文 を検 索 し、 適切 な英語 表現 を調べ ます。 あ なた

の 言いた い こ とにぴ った りの 英文 が見 つか っ た ら

作 成 中の 文書 に コ ピー して活 用 しま しょう。

ファイ  〔S〕縄築㊤ 単語一覧鯉)

ll轟 ㎜ キー
◆  期 険索キー1
ma

構鱗鎌灘
  います。

    登緑(81

唾:==:::===:===コ1"㎝'

AMカ タログを送 って下さい鱒

傘カタログが歓しい噛

    y   ㎎
hl3 腰 亀し 鞭 b!vers豊 しy o「
Uica{o Graduate ScAool of
㎞io認s.購e l3 aにgi3しerd

prolmslmel e㎎量neer.

r

■

口辞書引き機能口

 約6万 語の見出し語を持つ和英辞書を標準装備。

英文を書きながら、随時辞書引きが行えます。

【2】強力 な英 文チ ェ ッカ

 オ プシ ョンの英 文チ ェ ッカが あれ ば、英 論文 な ど

一般 の英 文作成 に も大 活躍 。ス ペル は もち ろん文法

や文 体 もしっか りチ ェ ック して ケ ア レス ミス を防 ぎ

ます。 また 、読 みや す さの 指標 を参 考 に、読 み手 の

レベル に合 わせ た英文 を作 成す る こ とが で きます 。

        8eediPm-〔無題)
フ7イル〔D   ⑪   cs〕  ア 'ア (N  賑ム[ヘルプ⑳

   切襖〔S)登録⑬

蹄 劉 謝.蜘 慨'㎝亘h【廟,、 【脚 ・1鮒 鯛 ㎞恥 曾
◆
1鱒 ●pduele d【 大学】,1胴 ψ6d h【 專攻3,
◆
lb引h開 臨necesr/auafdヒ 醜b"9
◆
1剛 敗0鵬8ch闘K!bgoh量0`
◆

データ名qo:

lJ叩図 脳e』

データ卍覧(D:

0    0 口巴8
脚圏切oo Po5曜

圓
團

回
圃

t

`

[31優 れ た操 作 性

 日本 語Microsoft●Windows'T'V3.0の 優 れ た グ ラ フ

ィ カ ル ・ユ ー ザ ・イ ン タ フ ェ ー ス を 利 用 して使 い や

す さ を 追 求 。 ま た 、パ ソ コ ン通 信 ソ フ ト等 、他 の ア プ

リケ ー シ ョ ン と の 連 携 も容 易 に 実 現 で き ま す 。

[4]英 文書 の再利 用

 あ なた の引 き出 しの中 に は、 これ まで使 った 英文

がた くさん眠 ってい る はず。 これ を有効 に使 わない

手は あ りませ ん。ReadyPenの 定型 文書 デ ー タベ ース

や用例 デ ー タベ ース にどん どん登録 して、 英文 書の

再利用 にお役 立て くだ さい。

a
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● オ ブショ ンデ ータベ ース

ロReadyPen/ビ ジネ ス レター口(下 図②)

 ビジネス レター分野 の定 型 文書 デー タベ ース と用

例 デー タベ ース です。 出典 は 、 「組 立式 英文 ビジネ

ス レター辞典」 (松本 安弘 氏 ・アイ リン氏共 著)で

す。

〔コReadyPen/技 術 文 書口(下 図③)

 技術 分 野の用 例 デー タベ ース です 。出典 は 、 「工

業英語 ハ ン ドブ ック」 シ リーズ と 「和 英 て に をは発

想 辞典 」 (岡地 栄氏 著)で す。

口ReadyPen/専 門用語 辞書 口(下 図⑤～ ⑩)

 分野 別和 英 辞書 です。 必 要 に応 じて、 専門用 語辞

書 と基 本 辞書 を組 み合 わせ て使 う こ とが で きます。

● 動 作 環 境

ロ ハ ー ドウ エ ア ロ

 ・本 体:富 士 通 … 剛R、 TOWNSシ リー ズ な ど

     NEC…PC9801シ リー ズ な ど

 (日 本 語Microsoft●Windows'"'V3.0対 応 機 種)

 ・メ モ リ:4MB以 上

 ・ハ ー ドデ イス ク:下 図 参 照

口 必 須 ソ フ トウ ェ ア ロ

 ・日本 語MS-DOS●V3.1

 ・日本 語Microsoft●Windows T"'V3.0

●ReadyPen基 本 セ ツ ト

 Readypen VO2とReadyPen/英 文チ 」:ッカ 、Ready

Pen/ビ ジネ ス レター を まとめ たセ ッ ト商 品で す。

一・枚 の35イ ンチ光磁 気 デ ィス クで提供 します
。

口特 長 口

 ・約100MBの 書 き込みuJ能 な未使川 領域 があ りま

  す 。 こ こは,ご 自由 にお使 い になれ ます 。Ready

  Penの ユ ーザ ー デー タベ ースの他 、[J頃 よ くご

  使 用 にな るプ ログ ラム を人 れ てお けば、 ご 自分

  の シス テム をい つ もポ ケ ッ トに入 れて持 ち運ぶ

  こ とが で きます。

 ・大切 な シス テム デー タベ ース は、ROM化 して

  あ りますの で、 間違 って消 去 して しま うこ とは

  あ りませ ん。

 ・一枚 の媒体 に ま とめ てあ ります ので 、面倒 な イ

  ンス トール作 業 は不要 です 。

 ※ReadyPen基 本 セ ッ トをご利 用 いた だ く場 合 は、

  3.5イ ンチ 光磁気 デ ィス ク ドライブが必 要 です。

 ※ReadyPen基 本 セ ッ トの対応 機種 につ いて は、 直

  接 下記 お問 い合 わせ先 までお たず ね くだ さい。

● お問 い合 わ ぜ先

 富 士 通株 式 会社ReadyPen係TELO3-3730-3235(直)

ReadyPenシ ス テム構 成 図

①(7冊} m(21B)一
定型文 参照 用例参照 辞e引 き 英文チェ ッカ

基本辞霜
60,000語

2,000以 上

の ル ー ル

定型文例集
160文 書

。スペル

・文法

・文休

用例集
3,500文

用例集
6,000文

専門 用薩辞書
 130,000晒
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英 日翻訳支援 ソフ トウェア

LogoVista E to J

ロゴヴ ィスタ株 式会社

【LogoVista E to Jの 概要1

 国際化 の 進展 に伴 い、増 大 し続 ける英 文情 報 を迅

速 かつ よ り正確 に翻 訳 ・理解 す るこ とは、 ビジネス

の最 前線 で活躍 され る方 に とって必 要不 可 欠 とな っ

て きて い ます 。

 LogoVista E to Jは 、米 国ハ ーバ ー ド大学 の著 名な

言語 学者 久野教 授 の言語 理論 に基 づ き開発 され た英

日翻 訳 支援 ソ フ トウエ アで す。

 「高 い英文解 析 精度」 、 「的確 な 意味処 理」 「こ

なれ た和 文生 成」 を特徴 と し、翻 訳結 果 は使 え る日

本 語 と高 く評価 され てい ます。

 翻 訳 精度 の鍵 を握 る辞書 は、 精緻 な文法 規則 に対

応 した 「基本 辞 書」 のほ か、 ビジ ネス ・科学技 術 の

専 門用 語 を収 録 した 「専 門辞書」 、 ユ ーザ独 自に構

築で き る 「ユ ーザ辞書」 で構成 され ます 。

 本 シス テム はま た特 定 のハ ー ドウエ アに 限定 され

ない 「オープ ンシス テム」 と して設 計 され てい ます

ので 、既 に オフ ィス に導 入 されて い る数 多 くの ワー

クス テー シ ョンやパ ソコ ンで ご利用 い ただ け ます。

【シス テムの主 要 な言語 的特徴 】

 翻 訳結 果の 品質が 翻訳 支援 ソフ トとして 、最 も重

要 な点 であ る ことは 申 し上 げる まで もない こ とです

が 、標 準 的 な評価基 準が な い こと も事 実で す。

 こ こで は実 際の翻 訳事 例 を使 って シス テムの 言語

的特 徴 を紹介 します。

a)時 制 ・ア ス ペ ク トに 対 す る 配慮

 He  is coming  at ten.

  彼 は10時 に 来 る 。

 He was  coming at ten.

  彼 は10時 に 来 る こ とに な って い た 。

b)「 は」 と 「が 」 の 使 い 分 け

 I know that John is a student.

  私 は ジ ョ ンが 学 生 で あ る こ と を知 って い る 。
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c)助 動 詞 の 意 味

 You may not go.

  あ な た(達)は 行 っ て は な ら な い 。

 I may not go.

  私 は 行 か な い か も し れ な い 。

d)否 定 形 の 取 り扱 い

 Nobody came.

  誰 も来 な か っ た 。

 I bought few  books.

  私 は ほ と ん ど本 を買 わ な か っ た 。

e)比 較 構 文

 John put more bananas in boxes

 than Mary did.

  ジ ョ ン は箱 に メ リー が そ う した よ り更 に も っ

  と多 くの バ ナ ナ を入 れ た 。

f)引 用 構 文

 She is sick, said her mother

 this morning.

  彼 女 は 病 気 で あ る 、 と今 朝 彼 女 の 母 親 が 言 っ

  た 。

g)時 間 ・日 ・年

 I get up at six in the morning.

  私 は 朝6時 に起 床 す る 。

 I was bom in 1961.

  私 は1961年 に 生 ま れ た 。

h)意 味 分 析 に よ る訳 語 の 使 い 分 け

 He  wears sunglasses when  he goes

 out.

  彼 は 彼 が 外 に 出 る時 サ ン グ ラ ス を か け る 。

 He  was wea血g  cologne.

  彼 は オ ー デ コ ロ ン を 付 け て い た 。

i)分 裂 文 構 文

 It is always with Jane that I

 go to the movies.

  私 が 映 画 を見 に 行 く の は 常 に ジ ェ イ ン と 一 緒



  で あ る 。

j)未 登 録 語 の 処 理

 Xxx yyyed zzzly.

  xxxがzzzlyにyyyedし た 。

k)さ ま ざ ま な構 文 へ の 対 応

・mere構 文

 There ought not to  be  any  worry.

  (ど の ・少 しの)心 配 もあ る べ きで な い 。

・happy～that～ とas～as～ 構 文 の 組 み 合 せ

 He is as happy as Mary is that

 you came here.

  彼 は メ リ ー が そ うで あ る と(比 べ て)同 じ位

  あ な た(達)が こ こ に 来 た 事 が 嬉 しい 。

・先 行 詞 欠 落 関 係 代 名 詞 構 文

 This is what I am  interested in

 doing.

  こ れ は 私 が す る こ と に 興 味 を持 っ て い る 事 物

  で あ る 。

・所 有 形 関係 代 名 詞 構 文

 John will climb the mountain the

top of which he knows is covered

 with  snow.

  ジ ョン は彼 が そ の 頂 上 が 雪 で 覆 わ れ て い る こ

  と を知 っ て い る 山 を登 る で あ ろ う 。

・believe to be構 文

 He is believed  to  be dead.

  彼 は死 ん で い る と信 じ られ る 。

・複 雑 構 文

 How easy did John become for you

 tO talk wi山?

  ジ ョ ン は あ な た(達)に と っ て 話 し を す る こ と

  が どれ ぐ ら い 容 易 に な っ た か?

・分 詞 構 文

 Getting  angry, John  hit Bill.

 腹 を立 て て 、 ジ ョ ン は ビ ル を ぶ っ た 。

・感 嘆 構 文

What a big boy he is!

 彼 は何 と大 きい 少 年 で あ る こ とか!

・ア メ リカ 英 語 の特 殊 な 構 文

 All you  have to do  is apologize

to her.

  あ な た(達)が しな け れ ば な ら な い す べ て は

9

   彼 女に謝 罪す る こ とであ る。

【システ ムの主 な機 能】

 ワークス テ ー シ ョン版 、パ ソ コン版 と も同.一機 能

を実 現 しま した 。 プラ ッ トフォーム は翻訳 の需 要 量

に応 じて選択 して くだ さい 。

 a)シ ス テ ムの操作 性

  シス テ ムの基本 操作 はマ ウス に よる プル ダ ウン

 メニ ューの選 択 で簡 単 に操作 で きます。従 って、

 コン ピュー タの専 門知 識が 無 くて も利 用 可能 です。

 b)翻 訳 処理 の基本 的流 れ

 ・デー タ入力

  キー ボー ドか ら直接入 力 で きますが 、 ビジネ ス

 で ご利 用 の 方 にはOCRで 読み 込 んだテ キス ト

  フ ァイ ル入力 をお勧 め い た します。

 ・翻 訳環 境 な ど設定

 次 の ような環境 設 定が で きます。

 別 解釈 の最 大 数(～20ま で 可能)

 和 文 の文体(～ だ調、 ～で ある調 、～ です 調)

 固有 名詞表 示 形式

 冠 詞 の訳

 文 書 タイプ(会 話体 、 普通体)

 テ キス トレイア ウ ト(対 訳、 フォーマ ッ ト済)

 専 門辞 書(同 時 に複 数 可能)

 ・翻 訳実行

 入 力 され た テキス トの翻 訳 を行 い ます。 現在 翻

 訳 を行 ってい る文 の進捗 状況 とテ キス ト全体 に

 占め る進捗 状況 が 画面 に表示 され ます。各 文 の

 翻 訳が 終れ ば逐 次 その結 果が表 示 され ます。

 ・後編 集

 翻 訳結 果 をみ なが ら別 解釈機 能 を使 って よ り正

 確 な和 文 に仕 上げ ます。別解 釈機 能 で は、文全

 体 を対象 に別 解釈 を求め る こ とが で きるほか 、

 語句 を指 定(ハ イ ライ ト)し て 部分 的 に別 解釈

 を求め る こ ともで きます。 この ような システ ム

 機 能 を使 った後編 集結 果 は統 計 的 に学 習 され ま

 す ので 、使 い こなす ほ どカス タマ イズ されて い

 きます。 また、 直接 自由 に修 正す るこ と も可 能

 で す。

 ・翻 訳結果 を さらに 良 くす るため に、 ユー ザ辞書

 の登 録(名 詞、動 詞 、形容 詞、副 詞 の各 語句)

 も簡 単 な操 作 で 可能で す。

 (問合せ 先 電 話03-5690-8531)
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日英機械翻訳 システム

"ユ ーザ ー との 対 話 に よ って成 長 す る"

ARGO J/E

株式会社 C S K

 CSK(会 長兼 社 艮 大 川功 、東京都 新宿 区西新宿

2-6-1新 宿 住 友 ビル16階)は 、過 去6年 間 に

わた り社 内運 用(*1)と 並 行 して 開発 を進め て き

た 日英機 械翻 訳 システム 「ARGO J/E」 をパ ッケ

ー ジ化 し
、12月11日 よ り発 売 を開始 した。

 今後 は、日本サ ン ・マ イ クロ シス テ ムズ(株)の 製

品の販 売チ ャネ ル を通 して5年 間 で2000セ ッ ト

の販 売 を目指す 。

本システムの動作環境は以下のとおり

 「ARGO J/E」 は、 CSK独 自の翻 訳 方式 であ る

係 り受 け 直接 検 出方 式(*2)を 採 用 してお り、こ

れ まで困難 とされ てい た、語順 の 自由度 の高 い 日本

語の解 析 が可能 にな って い る。

 今 回発 売 した システ ムは、 開発 と実運 用 を経 験 し

たス タ ッフがユ ー ザー固有 の用 語や 言 い回 しの辞 書

(=ユ ーザー辞 書)を 構 築 す る、ユ ーザ ー辞書作 成受

託が パ ッケー ジ化 されて お り、「購 入 したが 十分 に使

い こなせ ない」 とい うこれ までの機 械翻 訳ユ ー ザー

の 認識 を払拭 す る強力な サポー ト体制 を備 えてい る。

 また 、 「ARGO J/E」 は 「ユ ーザー ニ ーズ に合

わせ て 、使 うほ どに成 長す る シス テ ムであ る」 とい

う基本 コンセプ トに基づ い て設計 されて お り、 マ ル

チ ウイン ドウを採用 した高 いGUIグ ラ フ ィカル ・ユ ー

ザ ー ・イ ン ター フ ェース)と ユ ーザ ー辞書登 録 ッ ー

ル によ って 、ユ ーザ ー 自身が 自由 にユー ザー辞 書 に

登 録 をす るこ とが で きる 、ユ ーザ ー開放型 の シス テ

ム にな って い る。 「ARGO J/E」 のユ ーザー辞 書

登 録機 能 は、名 詞や動 詞 な どの 単語 の他 に、決 まっ

た言 い回 し(イ デ オム)や 語 と語 の 意味 的つ なが り

な どの登録 が可 能で あ る。

 オプ シ ョンと して各 分野 の 専門辞 書(情 報処 理用

語 、 地名 、 人 名な ど現在7分 野)が 用 意 されて い

る。 「ARGO J/E」 は翻 訳の際 に これ らの専 門辞

書 やユ ーザー辞 書 を同時 に複 数使 用 す る こ とがで き

る ため 、分 野 の異 なる文 章 も一度 に翻訳 す る こ とが

で きる。

 価 格 は、1セ ッ トにつ き基本 ソフ トウエ ア200万

円 、ユ ーザ ー辞書作 成受 託360万 円 の計560万

円。 オプシ ョンと して各 分野 の専 門辞 書が あ る。

ハー ドウエ ア :SLJN SPARC station 2

        メ イ ンメモ リ:32MB

        ス ワ ップ領 域:100MB

        ハ ー ドデ ィス ク容 量:300MB以 上

ソフ トウエ ア環 境 Sし脳OS 4.1.1 (OS)

Open Windows 2.0.1以 上

(ウ イ ン ドウ環 境)

JLE1.1以 上(日 本 語 環 境)

           以 上

(*1)社 内運用:

   日経 テ レコ ンの金 融 ・証券 記事 の英 訳

   サ ー ビス

(*2)係 り受 け直接 検 出 方式:

   文 中の 単語 間 の関係 に注 目 して、 両者

   の修飾/非 修 飾 関係 を しらべ なが ら文

   の意味 を表 す 表現 解 析木)を 作 って い

   く解析 方法 。修飾/非 修 飾 の決定 に は、

   品詞 、意味 素 、格 、属 性 な どが利 用 さ

   れ る。

■ 本件 に関す るお問 い合 わせ 先:

   CSK社 長室 広 報 グルー プ/小 林 ・宮地

  (03-3505-5504)

■製 品 に関す るお問 い合 わせ 先:

   CSK技 術 開発本 部 MT開 発 部/永 野

  (03-3342-3047)
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研究会活動報告

システム評価研究会活動報告

電子技術総合研究所 横 山 晶 一

 シ ス テ ム 評 価 研 究 会 は 、 田 中 穂 積 委 員 長(東 工

大)の も とで 、 機 械 翻 訳 の 評 価 を行 な う 目 的 で 設 立

さ れ た 。 当 初 、 ユ ー ザ ー の 立 場 か ら機 械 翻 訳 シ ス テ

ム 全 般 の 評 価 を行 な う環 境 評 価 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

<WG>(主 査:牧 野 武 則 副 委 員 長(東 邦 大))

と 、 自然 言 語 処 理 の 観 点 か ら機 械 翻 訳 シ ス テ ム を 評

価 して み よ う とす る 言 語 評 価WG(主 査:横 山)と

に分 か れ て い た が 、 前 者 が 研 究 会 と して独 立 し た た

め 、 現 在 後 者 の 観 点 か ら の 活 動 を行 っ て い る 。 委 員

会 の メ ン バ ー は 、 当 初17人 、環 境 評 価WGが 独 立 した

時 点 で 言 語 評 価WGに 属 す る8人 が 残 り、 新 しい メ

ンバ ー を加 え て 現 在16人 で あ る 。 構 成 は 、 メ ー カ ー

とユ ー ザ ー が 大 体 半 々 と い っ た と こ ろ で あ る 。

 発 足 当初 は 、 まず 有 識 者 の 意 見 を 聞 く と い う こ と

で 、 池 原 悟 氏(NTr)、 水 谷 静 夫 氏(IBS、 東 女 大

名 誉 教 授)、 坂 本 義 行 氏(電 総 研)、 石 綿 敏 雄

氏(日 女 大)か ら そ れ ぞ れ ご 意 見 を 伺 っ た 。 そ の 結

果 に つ い て は 、 昨 年6月 の セ ミナ ー の 通 りで あ る 。

 92年 度 は 、 自然 言 語 処 理 の 観 点 か ら機 械 翻 訳 シ

ス テ ム の 評 価 をす べ く活 動 を 開 始 し た 。 ま ず ユ ー

ザ ー 、 メ ー カ ー の 双 方 か ら 、機 械 翻 訳 をす る 上 で 、

翻 訳 が 困 難 で あ る例 文 を提 供 して も ら っ た 。 今 年 度

は 、 ま ず 例 文 を 日本 語 文 と した 。 そ の 理 由 は 、 入 力

文 に つ い て 種 々 の 分 析 を行 う場 合 に は 、 内 省 の で き

る 日本 語 の 方 が 好都 合 で あ る と判 断 し た た め で あ

る。 次 に 、 こ れ らの 例 文 を分 類 した 。 分 類 は 、 日本

電 子 工 業 振 興 協 会(電 子 協)が 昭 和60年 に行 っ た機

 ・バブルの崩壊もあり、不景気が続いている。

 ・Abubble decays, roo, and a depression wnGnues.

 ・There is collapse ofバ ブル、too and the depression continues,

 ・There is a collapse of a bubble too, and the depression is

 successively.

・There is also a collapse of a bubble, and a depression is contlnuing.

・The bubble collapses and the recession continues

#Business has been dull since the bubble'economy ruptured.

械 翻訳 例文 調査 の分類 を参考 に して 、新 たな分類 を

付 け加 えた もの で ある。 これ らの例 文 を原則 と して

辞書登 録 や前処 理 を行 わず に、 日英の機 械翻 訳 シス

テ ムにか けて英 語 を出力 した。例文 の1例 と、 その

機 械翻 訳 に よる訳例 を図1に 示 す 。

 翻訳 困難例 文 を無 理 に翻 訳 しよ う とす るので あ る

か ら当然 いろ いろ な場所 で いろ いろ な 「誤 訳」 が生

じる。 これ らを分析 して 、 自然 言語 処理 の 未熟 さに

起 因 す る問題 点 、機械 翻 訳の 方式 に起 因す る問題 点 、

言語 間の構 文 、意味 の異 な りに起 因す る問題 点 な ど

を明 らか に しよ う として い る。

 また、提供 され た例 文 に対 す る言 い換 えを(人 間

の手 に よって)作 成 し、 その 言 い換 えに対 す る機 械

翻 訳 出力 を得 る こ とによ って 、 上記の 問題 点 を明 ら

か にする とい う作業 も進 めて い る。図2に 言い換 え

の例 を示 す。

 さら に、池原 氏が機 械翻 訳 シス テ ムの評価 の ため

に作 成 した評価 用例 文、分類 との比 較 を行 ってい る。

 現在1～2か 月 に1回 会合 を開 い て上記 の問題 点

を検討 してい るが 、資料 の整 理 に思 いの ほか時 間が

かか り、今 年度 は問 題点 の洗 い 出 しに とどま りそ う

であ る。

 今後 の活 動方 針 として は、 これ ら問題 点 の中 か ら

自然 言語処 理の 克服 すべ き点 と、機 械翻 訳 のそ れ と

を ま とめ 、翻 訳 例文 の基 本セ ッ トの作成 、翻 訳 困難

例 文 の言 い換 えの指針 な どを 目指 してい る。現在 ま

で に提 供 され た機械翻 訳例 は、貴 重 な資 料 とな るの

で、今 後何 らか の方 法で公 開 す る こ とを考 えて い る。

「 … 一…'…'… … 一一一一一 一 一一 一一一.一.一一～ 一
 ・バブルの崩壊 も原因となって、不景気が続いている。

 ・バブルの崩壊などの原因で、不景気が続いている。

 ・バブルの崩壊にも起因 して、不景気が続いている。

 ・バブルの崩壊 も関係 して、不景気が続いている。

 ・バブルの崩壊によって、不景気が続いている。

 ・バブルの崩壊の例のように、不景気が纏いている。

図1 翻訳困難例文とその翻訳例

   (#は 人間の訳)

図2 翻訳困難例文の言い換え例
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研究機関紹介

沖電気工業株式会社

 当社 には 「知力 工 学研 究会」 なる ものが あ ります 。

知 力工 学(Wits Engineering)と

は 「人 間の創 造 ・生産 活動 に必 要 な能力 を、知力 と

捉 え、 その力 の特 性 を工学 的 に解 明 し、 それ によ っ

て知 力 の強化 策 を講 じる こ とを可能 とす る学 問」 と

定義 され、知 力発 生源 であ る知力 シス テム は 「その

力 を発 揮 す る とき、仮 に知流(概 念 の動 き)が 流 れ

て いる とす る と、 その媒 体 は言葉 で あ る。従 って 知

力 シス テムの基 本媒 体 であ る言葉 につい て理解 して

お く必 要 があ ろ う。即 ち人 間は、相 互の コ ミュニ ケ

ー シ ョンのため の ッー ル と して言 葉 を作 ったが
、 そ

れ は100万 年 の 間に進化 し、 もは やツ ールの概 念

を超 えて 、知的活 動 の媒体(メ デ ィア)と して 人間

の頭脳 の 中に取 り込 まれ て しま った。従 って言 葉の

問 題、即 ち言語 現象 を、 工学 的 に理 解 して お くこ と

は知力 強化 の立 場か らは重要 な出発 点 となるの であ

る。同 時 に言語 能力 強化が 知力 強化 の基 礎 に もな る

の であ る。」 (以上 、大須 賀 監修 、 山本 編 「知力 工

学 のす すめ」 オー ム社 、1992よ り引用)

 言語現 象 の工学 的研 究 と して、機 械翻 訳が 最 も適

切 な もので あ る と当社 は 早 くか ら認 識 して研 究 を行

って きま した。 これ まで の研 究 成果 と して 日英双 方

向 の機械 翻訳 システ ムPENSEEの 開発 を通 して 、

日本 語 と英語 の特徴 が 明 らか にな って きま した 。 日

本語 の語 彙数 は 、英語 に比 較 して多 く、 英語 の語 彙

は抽 象 的 な語 義 を持 つ単語 が多 い こ と、構 文 的 には

日本 語 は 自由度が あ り、英 語 は制約 が厳 しい こ とな

どです。 機械翻 訳 に必 要 な解 析 規則 は どち ら も同程

度(約1500ル ー ル)で あ る こ とが分 か りま した。

現在 の研 究課 題 と しては 、文法 規則 の 自動学 習 や語

彙知 識 の 自動獲 得 な どが あ ります。

 自然 言語処 理 関連 の当社 の研 究 は、研 究開 発本 部

の 関西総 合研 究所 お よび総 合 シス テム研 究所 で行 な

ってい ます。 また研 究 開発本 部 商品化 推 進部 で は研

究成 果 を事業 につ な げる ための 開発研 究 を行 な って

い ます。

 PENSEEの 研 究 開発 は、 関西 にあ る関 西総合

研 究所 で行 ってお り、大阪 ガス(株)殿 、(株)オ ー

ジス総 研殿 との 共 同研 究 で あ ります。PENSEE

の研 究 は既 に10年 にな り、最 近 は訳質 の向 上 だけ

で な く、使 用環 境 の利便 性 の向 上 を進め てい ます 。

13

総合 システム研究所 羽下雄之輔

た とえ ば、FAX入 カ ーOCR認 識 一PENSEE翻

訳の 組合 せ 、音 声 認識 と合成 技術 を利 川 した 音声 入 出

力付 き 機 械翻 訳 、 ネ ッ トワー ク を介 した 機 械翻 訳

サー ビス 、富 士 ゼ ロ ックス(株)殿 の 文 書作 成 シス テ

ムGlobalViewLにPENSEEを 搭 載 して

文 書作 成 か ら翻 訳 、印刷 ま でを統合 す る機械翻 訳付 き

のDTP等 々、 多様 な翻訳 サ ー ビス機 能 を研 究 ・開発

してい ます 。

 東 京 にあ る総合 シス テム研 究所 では 、自然 言語の 基

礎 的研 究 を中心 に、第5世 代 コ ンピュー タプ ロジ ェク

ト、EDR電 子化 辞書 プ ロジ ェク ト、CICC多 言語

機 械翻 訳 プ ロジ ェ ク ト、 フ レン ド21プ ロジ ェク ト等

自然 言語処 理 、知 識処 理の 国家 プ ロジ ェク トに参 画 す

る こ とに よ り、将 来の 基礎 固め をす る とと もに、 自然

言語処 理 の事 業化 をに らみ なが ら、 オー プ ンシス テム

の発想 で新 しい応 用分 野 を模 索 して ます。

 従 来、 自然 言語 処理 シス テム は ワー ドプ ロセ ッサ や

機 械翻 訳 に代 表 され る ように 言語 シス テ ム と して閉 じ

た系 で開発 され て きま した。 一・方 で、情 報 シス テム を

考 えます とその知 能化 には知 識や 言葉 とい った知 的 な

メ デ ィアが 必須 で あ るこ とは明 らか にな って きてい ま

す。最 近 の情 報 システ ムの動 向か ら します と、 自然 言

語 処理 が飛 躍 す るには 言語 単独 の 世界 か ら広 くマルチ

メデ ィ ア情 報 の世界 と協 調す る こ とが必 要 だ とい う状

況 が到 来す る もの と予想 してい ます。

 自然 言語 処理 の ア プ ローチ と して、 言語情 報お よび

文 書情 報の 組織化 ・構 造化 に注 力 して い ます 。辞 書 は

語 彙構 造 を規 定 し、文法 は文構 造 を規定 す る もの とみ

る ことがで きます。 文章 や会 話の構 造化 と して は談話

理解 の研 究 が あ ります。 具体 的 には、構 文構 造の研 究

として汎言 語 的枠 組 み で研 究 を続 けてお り、 文脈構 造

の研 究 と して 、新 聞社説 の構 造化 で成果 を得 ま した。

文 書情 報の構 造 化 と しては 、文書 レイ ア ウ トの 自動認

識 やハ イパ ー メデ ィアでの文 書構 造の表 現法 を研究 し

てい ます。 今後 の研 究 方向 として は 自然 言語 理解 の た

め にコ ン ピュー タ ビジ ョンや 心理学 、認 知 工学 とい っ

た 学際 領域 の研 究 も 必 要で あ る と考 えて います 。 他

方 、企 業 としての事 業化研 究 と して、 い ままで試作 し

て きたい くつ かの 自然言 語処 理 システ ムの プ ロ トタイ

プ を、 オープ ン システ ム環境 下で 再構築 して い くこと

を 目指 して い ます。
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ユ ーザー事例紹介

株式会社 十印 言語処理部

1.は じめ に 討 し、

 弊社 は'64年 に設 立 され、創 業当初 よ り技術翻 訳 専

門会社 と して知 られ てい る と思 い ますが 、現在 で は

マニ ュア ル制 作会 社 の色 彩 の方 が よ り濃 くな って い

ます。

 さて 、 そ うい う会社 が どう して機械 翻 訳な どとい

う未 だ に賛 否相 半ば する ソ フ トウ ェア を利 用 して 、

日本語 マ ニュ アル制作 を開始す る に至 ったの か、 お

話 したい と思い ます 。

2.こ れ までの経 緯

 さ きほ ど、翻 訳 か らマ ニ ュアルへ と事 業の 中心 が

移 って きた と書 きま したが、実 は 、 もう一つ 弊社 の

事 業の 中で、'83年 以来傍 流 と して流 れ続 けて いるの

が 、機 械翻 訳 の開発 業務 なの です 。 これ は、勿論 弊

社独 自の 開発 で はな くて、開 発 メー カ さんか ら仕 事

を請負 って、 主 に翻 訳辞 書 と翻 訳規 則 な どの 自然 言

語 デー タ を開発 す る業務 です 。

 そ うこ うす る内 に、'88年 に開発 業務 側 の発 案で弊

社 の三つ の シーズ 、即 ち、技術 翻訳 ・マ ニュ アル制

作 ・機 械翻 訳 を組 み合 わせ て、 まっ た く新 しい 方式

の翻 訳 マニ ュアル制 作が で きない か とい うこ とで と

りあえず プ ロジ ェク トチ ー ム を発足 させ ま した 。 し

か し、 それぞ れの事 業 か ら要 員が結 集 したわけ では

な く、 当面 は機 械翻 訳 の開発側 だけ でプ ロジ ェク

トを推 進す る ことにな りま した。残 りの二 つの事 業

部 か ら人的 ・技術 的支援 を受 け たの は、ず っ と後の

こ とにな ります。 それ は、機 械翻 訳 その もの に対 す

る当時 の社 内の評価 は、 「夢 の商 品 の ままでい いの

で はな いか」 だ ったか らで し ょう。

 ともあれ 、開発側 と して は新 しい 方式 に よるマ ニ

ュアル制 作 に こだわ りを もって い ま したの で、機 械

翻 訳 を夢 か ら現実 の もの にす るため に、諸問 題 を検
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(1)英 日翻 訳 か ら取 り組 む

(2)磁 気化 され た媒体 の み扱 う

(3)ユ ーザ辞 書 とユ ーザ翻 訳規則 を構 築 す る

(4)マ ーケ テ ィング を強化 す る

(5)生 産 工程 を標 準化 す る

を一 つ一一つ解決 してい くこ とに しま した。少 し補 足

しますが 、

 (1)は、マ ーケ ッ トを考 えれ ば 日英 とい うの も捨 て

難い の ですが 、(3)との 絡 みで ター ゲ ッ トの言 語が 英

語で す と、 どう して もネー テ ィブの ス タ ッフが 必 要

になる で し ょう し、開発 側 が 目標 にす る翻 訳 品質 の

設定 そ の もの に 、英 日 よ り時間 を要 す るだ ろう とい

う理 由 か らです。

 (2)につい て は、 紙 の媒 体 も検討 しま したが 、 翻

訳 シス テムへ 取 り込 む上で 、紙 の オ リジナル情 報 と

OCRや 手入 力 な どで磁 気化 され た情 報 を照合 す る と

い う余 計な 工程 ・コス トが 発生 す るため 、磁気 媒体

の み に限 りま した。

 (3)は既 存 商用 シス テ ム を、 ターゲ ッ ト分 野 用 にチ

ューニ ングす るな作 業で 、これは 日立製 作所殿 の 全面

的 なバ ックア ップが あ って こそ実現 で きた こ とです。

このチ ュー ニ ング を通 じて、 当面 の機 械翻 訳 が 目標

とす る翻 訳 品質が 定 ま った といえ る と思 い ます。

 (4)につ いて は、コ ンピ ュー タ とい う機 械 を利用 し

て翻 訳 す るわけ です か ら、対象 とな るマニ ュア ルは

少量 ・多品種 で はな く、大 量 ・少 品種 であ る こ とが

条件 とな ります 。そ うい う条件 下 で は じめ て機械 の

強 みが 発揮 され る わけで すの で、 その線 で マー ケテ

ィング を行 い ま した 。

 (5)は当た り前 の こ とで すが、 試行錯 誤 の結 果、大

まか に 言っ て、ユ ーザ 辞書 の登録 、磁 気媒 体 の前処

理、機 械翻 訳 、 リラ イ ト(ポ ス トエ デ ィ ト)、 後処

理、版 下 とい う流 れ にな ってい ます。



 そ して、マ ー ケテ ィ ングの 甲斐 もあ り、 また 世の

中の機 械翻 訳 に対 す る風 向 きも少 しずつ 変化 して き

た こ と もあ って、'91年 早々 日本 語 マ ニ ュアル制作 を

初 め て受注 す る こ とが で きま した。

3.現 在 の 到達 点

 ビジ ネス を開始 して 、二年 経 った わ けですが 、現

在 、弊 社 が立 って い る地 平 につ いて 述べ てみ たい と

思 います 。

 弊社 の コンセ プ トを.一・言 で表 す と、 「機 械翻 訳 を

利 用 したマ ニュ アル生 産」 とい うこ とにな るか と思

い ます。 ここで 「制作」 で な く 「生 産」 とい う言葉

に した のは、 二つ の理 由が あ ります 。

 一つ は商品価 値 の 中心部 分 を占め て いるの が、翻

訳 であ り、 その翻 訳の 前段 部分 を機械 が 担 って いる

わけで す。 そ こで機械 が もつ 「生産」 とい う イメー

ジに弊社 は こだ わ りたいの で す。

 もう一つ は人 間の 関与す る作 業 を極小 化 す る とい

うテー マで取 り組 んで来 てい ます ので 、生産 体制 全

体 を工 場的 な イメ ージで捉 えてて いた だ きたい とい

う願い か らです 。

 さて 、生 産体 制 につい て少 しお 話 します 。弊社 に

は 日立 の ワー クス テー シ ョン3050と2050が

あ り、このマ シ ー ンで機 械翻 訳 シス テムHICATS/ET

を稼動 させ 、翻 訳生 産 とユ ーザ辞 書管 理 ・作 成 を行

って い ます。HICATSに 取 り込 む前 の前処 理 、リラ イ

ト後 の後処 理 に は1℃を利 用 して い ます。さ らに版 下

を作成 す る ため にHP、 SUNのWSやIBMPCLBPが あ

ります。 これ らは全 て社 内 ネ ッ トワー クで結 ばれ て

お り、 一連の 工程 に従 って流 れ作 業 的 にデ ー タが加

工 され てい きま す。 リライ タにはパ ソコ ン通信 を利

用 してHICATSが 訳 した翻 訳 デー タを送 り、リライ ト

され たデ ー タを送 り返 して もらって い ます 。従 って

社 内 のス タッフ には リラ イ タは ひ と りもお りませ ん。

 現在 の到 達 点 を版 下 中心 に書 いて み ます と、弊社

は、 テ キス トのみ の磁気 媒体 は原 則 と して取 り扱 い

ませ ん。 これは 、翻 訳 のみ で は付 加価 値 が低 い とい

うこ と もあ ります が、 弊社 の生 産方 式が 元々 、 ソー

スの磁 気 媒体 に存在 す るマ ニ ュアル 上の情 報 を全 て

保 存 して 日本 語 マニ ュアル に再 現す る とい う考 え方
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か ら きて い るか らです。 もう少 し詳 しく誘いま す と、

ソー ス側 のデ ー タには テキ ス トは勿論 の こ と、 レイ

ア ウ トや イ メー ジ、テ ーブ ル、 フ ォン ト、 イ ンデ ッ

クス の情 報が存 在 して いて 、そ うい う情 報 も丸 ご と

HICATSの 世界 に取 り込 み、 日本語側 で 再現 すれ ば、

版 下作 成 の生産 性が 非常 に 高ま るか らです。 こ うい

う版 下作成 方式 に拘 ったの は、や は り、 「生 産」 と

い うコ ンセ プ トがあ ったか らです 。弊社 が処 理 ロ∫能

な版 下(組 版 ソ フ ト)は 、今 の ところ 、マ ーク ア ッ

プ言語 、エ ムエ ス ワー ド、 フ レー ムメ ーカ、 イ ン タ

ー リー フの 四つ です
。 この四 つ に絞 ってい るの は、

マーケ テ ィ ングの結 果 で もあ りますが 、い ちば ん大

きな理 由 は こうい う ソフ トで作 成 され た磁 気 媒体 が

現在 の 生産 方式 に完壁 にの るか らです。

4.今 後 の 課題

 課題 は た くさ んあ ります。 取 りLげ た らき りが あ

りませ んので 、一一・つ だけ書 きます 。そ れは リライ タ

の育成 で す。 い くら工 場生産 的 な体 制 を作 り上 げて

も、 リライ トす るの は生身 の リライ タです か ら、彼

らとの協力 関係 が な ければ 、 この ビジネス は成 立 し

ませ ん。リライタに渡 す デ ー タはHICATSが 訳 出 した

部分 と訳 出不 要 の シンボ ル化 された 部分が混 在 して

い ますが 、 テキ ス ト部分以外 は、や は り慣 れな い と

か な りの ノイズ に なって い ると聞い てい ます。不 要

情 報 を無 視 しな が ら機 械翻 訳 ら しい翻 訳文 を リライ

トす るの はやは り慣 れる まで は、あ る程度 の時 間 を

要 します。 しか し、 一方 で翻訳 品質 の 目標値 を着実

に高め て いこ う とす る努力 と翻 訳 シス テムが経 年 的

に向上 す る見込 みが あ るこ とを考 え合 わせ る と、 リ

ライ タ ビ リテ ィは確 実 に上が ってい くと考 えて いま

す。

 また ノイズ につ いて は、 目下、 前処理 ツ ールの 改

良 を続 けてお り、低 ノイズ化 を目指 してい ます。 こ

うい う問 題 を ク リアす る こ とによって リタイヤ の層

を厚 く広 げて行 きた い と考 えて います 。

(株式会社 十印 言語処理部長 鳴海武史)
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MT技 術早わか り

第6回
文 生 成 技 術

 今 回は、文 生成 の技術 につい て解 説 します。機 械翻

訳 にお け る文生成 とは文字 どお り目標 言 語の訳 文 を

生成 す る処理 の こ とを指 します 。 まず、機 械翻 訳の

文 生成 に限定 しない で、 よ り広 い観 点か ら 自然 言語

を生成 す るため の基礎 的 な技術 につ いて説 明 し、 そ

の 後で 、機械翻 訳 に固有 の 文生成 の 話題 につ いて説

明 します。

Q 自然言語生成って何ですか?

A:自 然 言語 生成 は 、 「入力 として 与 え られ た ゴー

ル を達成 す るた め にテクス トを生成 する こ と」 と定

義 で きるで しょう。 ここで い うテ クス トは文章 に限

らず、対 話 にお ける発 話な ども含 み ます。 重要 な こ

とは、 自然 言語 をあ る ゴー ル を達成 する ための 道具

と して とらえる こ とで す。

Q:で 、その た めに は どの よ うな処 理 が必 要な ので

す か?

A:自 分 で文 章 を書 くこ とを考 えてみ て くだ さい。

まず 、 何 につい て書 くか とい うこ と、つ ま り内容 を

決 めな ければ な りませ ん。 た とえば 、 日記 を書 く場

合 を考 えてみ ま しょう。 日記に はその 日に起 った こ

とを書 くわけ ですが 、 その 日に起 っ たこ とすべ て を

書 くわ けには い きませ ん。 当然 、取 捨 選択が 必 要に

な ります 。 た とえば、 その 日の うちで一一番 印象 深

か った こ とだ け を書 くとい うの もひ とつの や り方で

し ょう。 これが す なわ ち内容 の決定 で す。

 内容 が決 まった ら、そ れ を どの よ うな構 成 で述 べ

るか を決 め ます 。 た とえば、多 くの 推理小 説 で は、

まず事 件が 起 り、探偵 が登 場 し、探偵 が犯 人 を探 す、

とい う構成 に な って い ます。 しか し、刑 事 コ ロンボ

の よ うに、 まず 、犯 人の犯 行 を見せ てお くとい う構

成 も考 え られ ます。 内容的 には同 じで も、 この よう

に構 成 を変 え る ことに よって、小 説全 体 の印象 はず

いぶ ん と変 る わけで す。

 さて、 内容 が 決 まって、構 成 が決 まった ら、次 に

どの ような言語 表現 を使 ってその 内容 ・構成 を表 現

す るか を決め な ければ な りませ ん。 生成 す る言語 の
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文 法 に照 ら して正 しい テクス トを生成 す るこ とは も

ち ろんです が 、同 じこ とを表 現す るの に どの よ うな

語 を使 うの か 、受動 態 を使 うのか 、能 動態 を使 うの

かな ど様 々な こ とを決め な ければ な りませ ん。 この

ため には テ クス トの読み 手あ るい は聞 き手が どの よ

うな知 識 を持 って いるの か、 あ るい は 自分 との 関係

は どうなの か 、 どの ような種類 のテ クス トを生成 し

よ うと してい るの かな ど、様 々な 要 因 を考慮 す る必

要があ ります。 た とえ ば、 「怪 盗 ルパ ン」 とい う本

には、 大 人向 けの もの もあ れば小 学生 向 けの もの も

あ るわけで す。 同 じ内容 ・構成 で も、 その 表現 はず

いぶ ん と違 ってい ます。

 以上 をま とめ る と自然 言語 の生成 には以 下の3つ

の処理 が必 要 だ とい うこ とが わか ります。

・ 表 現 する 内容の 決定

・ 内容 の構 成 の決 定

・ 言語表 現 の決定

内容 の構 成 を決 定す る上 で は、 さ らに内容 を追加 し

た り、削 除 した りす る こ ともある ので 、内容 の決 定

と構 成 の決定 の境 界 は必ず しも明確 で はあ りませ ん。

自然 言語 生成 の分 野 では 普通 、 これ ら2つ をま とめ

てWhy-[O-sayの 決 定 、 あ るい はdeep generationと 呼

びます 。一 方、 言語表 現 の決定 はhow-to-sayの 決定 、

あ るい はsurface generationと 呼 ばれ ます。

 こ こで注 意 して欲 しいの は 、 これ らの 処理 は必 ず

しも独 立 にこの順 序で お こな う必要 は ない とい う点

で す。 解 析 にお いて 形態 素処理 、 構 文処 理 、 意味

処理 な どを融 合 してお こな う手法 が あ る ように、生

成 で もwhat-to-sayの 決 定 とhow-co-sayの 決 定 を融合

してお こな う こ ともで きます。 自然 言語 生成 で は実

際 にテ クス トが生成 され るまで に、 この ように様 々

な決定 をお こな わなけ れば な りませ ん。 これ らの決

定 をう ま くお こなって 、 よ り質 の高 いテ クス トを生

成 す る こ とが 自然 言語生 成 の 目的 で す。

Q:あ れ 、最初 の答 で は、自然 言語 生成 の 目的 は与 え

られ た ゴール を達成 す る こ とだ とい う こ とで したが 。



A:そ うです。 質が 高 いテ クス トを生成 する とい う

こ とは与 え られた ゴー ル を達成 す る ための 手段 です 。

したが って、厳密 にい えば テクス トの質 は現 在 の ゴー

ル を どの程度 達 成 で きるか に よって測 られるべ きで

しょう。 この よ うに考 える と、読 み やす くて内 容が

理 解 しや すいか ら とい って 、それ が質 の 高い テクス

トだ とは いえ な くなる よ うな状 況 もあ ります。 た と

えば、 佐川 ス キ ャンダル の証 人喚 問 にお ける証 人の

答 弁 は、 一般 的 に 云って 決 っ して わ か りや すい もの

で はあ りませ ん。※しか し、生成 す る 立場 か らす れば 、

一 見
、 質問 に対 す る答 え を述べ て い る ようにみ せか

けなが ら、で きる だけそ の内容 を聞 き手 に理 解 させ

ない とい う ゴール を持 ってい る わけ ですか ら、 ゴー

ルの達成 度 とい う観 点か ら考 え る と、あの ような答

弁 は質 の 高い テ クス トだ とい うこ とにな ります 。 し

か し、 多 くの場合 、読み やす くて 内容 が容易 に理解

で きる ような テ クス トは質が 高い と考 え て よい で し

ょう。

Q:自 然 言語生成 におい て入 力の 「ゴー ル」 が 重要

だ とい うこ とはわ かるの です が、これ は具体 的 に どう

い う もの なの か、 いま ひ とつ イ メー ジが わ きませ ん。

A:そ の点 が ま さに 自然 言語 生成 の研 究 を困難 に し

てい る原 因で す。 自然 言語解 析 で は入 力 は文字 列 と

昔か ら決 ま ってい て、 それ に疑問 を抱 く人 は誰 もい

ませ ん。 これ に対 して 自然 言語生 成 で は何 が入 力 に

な るの かが必 ず しも明確 で はあ りませ ん。 冒頭 で 述

べ た ように 「な ん らか の ゴー ル」 が 自然 言語 生成処

理へ の入 力 であ る とい う点 で は、現在 、多 くの研 究

者が 合 意 してい ます。 しか し、 この ゴールが 具体 的

に何 な のか 、 どの よう に表 現 され るの か につい て は

何 の合 意 もあ りませ ん。 た とえば 、 この ゴール を

「与 え られ た構 文木 を表層 の 文 に変 換 す るこ と」 と

す れば 、生成 の処 理 は構文 木 の葉 をた どるだ けの非

常 に単 純 な処 理 に なって しまい ます。 一 方、佐 川

ス キ ャ ンダルの例 であ げた よ うな ゴール を達成 す る

ため に は、様 々 な 要因 を非 常 に綿密 に考慮 す る必要

が あ り現在 の技術 では 困難 で し ょう。 この よう に

「ゴール」 をどの よ うに と らえ るか に よって 自然 言

語 生成 の処 理の 難 しさは大 き く変 って きます。

Q:こ れ までに 開発 され た 自然 言語 生成 シス テ ムで

は どの ような もの を入 力 と してい たの です か?

※た とえば、このよううな例 を引 くこ とによ り、この原稿 がいつごろ書か

れたかを読者 に知 らせ る とい うゴールを達成 でき ます。
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A:た とえ ば、 意味 構 造 を人力 として 与え られ て、

その 意味構 造 を表 す よ うな,孝語表現 を生成 す るシス

テ ムがあ ります。 この シ リーズ では 、 これ まで に、

形態 素解析 、構 文解 析 、意味 解析 の解 説が あ りま し

た。 これ らの処 理 に よって 文か ら意味構 造 を抽 出で

きる こ とが わか った と思 い ます。 これ らの シス テム

で は逆 に意味構 造 か ら文 を作 りだす わけで す。 この

ため に は、語 を選択 した り、構 文構 造 を決 めた りす

る処 理が 必要 に な りますか ら、構 文木 を与え られて

文 を生 成 する よ りは処理 が複雑 にな ります。 意味 解

析 までお こな う機械 翻訳 システ ムの生成 部 では 、や

は り意味 構 造が 人力 とな りますか ら、 同 じよ うな処

理 をす るこ とに なるで しょう。

 このほ か に、 デー タベ ー スへの問 い合 わせ システ

ムの 一部 と して作 られ た もので、質 問 に関連 す るデ

ー タ ベ ー スの 内容 か ら文 章を組み1fて る システ ム

や、株価 の数値 デー タを入力 と して、株 式 の変動 に

関す るレポー トを生成 す るシス テムな どもあ ります。

これ らの シス テ ムの 「ゴー ル」 は、 それぞ れ 「ユ ー

ザの必 要 な情 報 を与 える こ と」 、 「株 式 の変 動 をユ ー

ザ に簡 潔 に報 告す る こ と」 だ といえ るで しょう。

Q:機 械 翻 訳 の 訳 文 生 成 に お け るwhat-to-say、 how-

to-sayの 決 定 で は 、 具 体 的 に ど の よ うな 処 理 を す る

の で す か?

A:機 械翻 訳 の場 合 、原 文 の解析 に よって原 文 の表

す意味 内容が 抽 出 されて いる はずで すか ら、基 本的

には この意味 内容 が 訳文の 内容 とな るはず です 。 ま

た 、現在 の機 械 翻訳 シス テムの ほ とん どす べ てが1文

を単位 と して翻 訳 します か ら、内容 の構成 に関 して

は何 もす る必 要 が ない とい えるで しょう。 したが っ

て 、現在 の機 械翻 訳 で は、what-co-sayの決定 に関 して

は特 に必 要な処 理 はあ りませ ん。機 械翻 訳の訳 文生

成 で はhow-to-sayの 決 定 が中心 的 な処 理 とな ります 。

Q:で は 、how-to-sayの 決 定 で は どの よ うな 処 理 を

す る の で す か?

A:こ の シ リーズ の第1回 の解 説 で説 明が あっ た よ

うに、機械 翻 訳の 方式 に は大 き くわ けて、 トラ ンス

フ ァ方式 と中 間 言語 方式 が あ ります。機 械翻 訳 の訳

文生成 は、 どち らの方式 を採 用 する かで処 理の 方法

が変 っ て きます。 トラ ンス フ ァ方式 では 、原 言語 を
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解析 した結果 は、 その原 言語 に依存 した構 造 を持 っ

て い ます。 た とえば 、原 言語 が英 語 で、解析 結 果が

句構 造 で表現 され る な らば 、そ の句 構 造 は英語 に固

有 の構 造 を反 映 して いるで し ょう し、句 構 造の 中で

使 われ る語 も英語 の 単語 にな るで し ょう。 意味解 析

までお こ なえば解析 結果 は表層 の言語 表現 か ら多少

は独 立 な概念 的構 造 にな るで しょうが 、 それで も英

語 に依存 した もの になる はず で す。 したが って 、 ト

ラ ンス ファ方式 では 、原 言語 の解析 結 果 か ら目標 言

語 の文 を生成 す るため に、少 な くと も次の2つ の処

理 が必 要 とな ります。

・原言語に依存した解析結果を目標言語に依存 し

た構造に変換する

・変換 した結果 か ら 目標 言語 の文 を生成 す る

前 半 を トランス フ ァ過程 、後 半 を狭 義 の生成 過程 と

呼 び ます。 こ こでわ ざわ ざ 「狭義 の」 とい う修飾 を

付 ける理 由 は後 ほ ど説 明 します。 トラ ンス フ ァ過程

は、 さ らに、語彙 変換(lexical transfer)と 構 造 変換

(structual transfer)の2つ の過 程 か らな ります。語 彙変

換 では 、構文 的 、意味 的 な情 報 を手が か りに、原 言

語 の語 を目標 言語 の語 に変換 します。 これ を訳 語選

択 と呼 び ます 。訳 語選択 は訳文 の質 を決 める上 で重

要 な処理 の ひ とつ で す。 た とえば、次 の例 につ いて

考 えて み ま しょう。

(1)Itook a picture.

(2)Itook an apple.

(3)Itook a bicycle.

ご存 知 の ように英語 の"take"に は い ろい ろな意味 が

あ ります か ら、 これ をた とえば 日本 語 に訳 す と きに

は 意味の 違い を考慮 した上 で正 しい訳語 選択 をお こ

な わな ければ な りませ ん。 この例 の"take"は それ ぞ

れ 、(1)「撮 る」、(2)「取 る」、(3)「乗 る」と訳す のが 適

当 で し ょう。 この例 で は、"take"の 目的 語が どの よ

うな意味 的性 質 を持 つか に よって適 当な 訳語 を選択

す る こ とが で きます 。名詞句 の 意味 的な性 質 を表現

す るため には、 「意味解 析技 術」 の 章で解 説が あ っ

た よう に、意味 素性 や シソー ラス な どを使 い ます。

しか し、意味 的 な性質 だ けでい つ も正 しい訳語 が選

択 で きる わけで はあ りませ ん。 た とえば 、 「懸 賞 に
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当た って 自転 車 か冷蔵庫 を選べ る よ うな状 況 で、 自

転車 を選 ん だ」 とい う文脈 を考 え る と、(3)の"take"

は 「選ぶ」 と訳 す 方が 適当 で しょう。 どち らの訳語

を選 ぶ かは、 この 文が現 れ た文脈 を考 慮 しな い と何

と もい え ませ ん。

 次 に トランス フ ァ過程 の 後半 、構 造変換 につい て

説明 します。構 造変換 は解析 結果 と して どの よ うな

構造 を仮 定 す るか に よって 具体 的 な 処 理 は異 りま

す。 ここで は、構 文構 造 を例 に とって説 明 します 。

英語 と ドイッ語 の よう に同 じ語族 に属 す る 言語 の 間

の翻 訳 では 、原 言語の構 文構 造 とそれ に対 応 す る訳

文の構 文構 造 が よ く似 てい る場合 が 多 く、構 造変換

で は若 干の構 造の 調整 だ けです み ます。 しか し、英

語 と日本 語の ように構 文構 造が 大 き く異 な るよ うな

言語 の 間の翻 訳 では、構 文構 造 を変換 す る必 要が で

て き ます。 た とえば、 英語 で は無 生物 が 主語 にな る

文 は ご く一般 的 ですが 、 日本 語 で は非 常 に不 自然 な

表現 に な って しまい ます。

(4)Her present made me happy.

(5)彼 女 の プ レゼ ン トが 私 を 幸 せ に した 。

(6)彼 女 が プ レゼ ン トを くれ た の で 、 私 は うれ し

 か っ た 。

た とえ ば、(4)の 訳 としては(5)よ りも(6)の 方が 適 当

で しょう。 しか し、(4)と(6)の 構 造 は非常 に異 な っ

て い ます。(4)は1つ の単 文で すが 、(6)は2つ の単

文が接 続助 詞 「の で」 で接 続 されて い ます。 トラ ン

ス フ ァ過程 の構 造 変換 で は この ような処理 をお こな

い ます。

 さて 、以上 の よ うな トラ ンス ファ過 程 をへ て、 目

標 言語 に適 した構 造が得 られ る と、次 にこの構 造 か

ら目標 言語 の訳 文 を生成 します。 さ きほ どはこの過

程 を狭 義 の生成 過程 と呼 び ま した。 トラ ンス フ ァ過

程 の 内容 をみ れば わか る よ うに、how-to-sayの 決定

に関 す る処 理 を実際 には トラ ンス フ ァ 過程 で お こ

な ってい ます。 したが って 、機 械翻 訳 にお け る生成

過程 としては、 トラ ンス フ ァ過程 も含 め たほ うが適

当で しょう。 そ こで 、 これ まで わ ざわざ 「狭 義 の」

とこ とわったの で す。狭義 の生 成過程 でお こな う処

理 は、 トラ ンス フ ァ 過程 の 結果 の構 造 に依 存 しま

す。 トランス フ ァ過程 の結 果 と して、構 文構 造 が得

られ る と した ら、 狭 義 の生成 過程 の基 本的 な役 割

は、各 語 を一一次 元 に並 べ 、形 態素変 化 を適切 にお こ
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な うこ とにな ります 。

 少 し長 くな りま したが 、 トラ ンス フ ァ方式 で 、訳

文 が どの よ うに生成 され るか の概 要 を述べ ま した。

一 方の 中 間言語 方式 で は、 トラ ンス フ ァ過程 と狭 義

の生成 過程 の区別 が 明確 で はない 点が トラ ンス フ ァ

方 式 と異 な ります。しか しなが ら、中間 言語 方式 で も

中間言 語の語 彙 や構 造か ら目標 言語 へ の語彙 や構 造

へ の変換 は必 要 です。 つ ま り、中 間言語 の表 現 を参

照 して、訳 語や構 文構 造 を決 め る ことにな ります。

Q:訳 語選択 で は文脈 が大 事 な こ ともあ る とい うこ

とです が、 文脈 が重 要 な役 割 を はたす例 には どの よ

うな ものが あ ります か?

A:人 間が 英語 を 日本 語 に翻 訳す る場合 、英 語 の代

名 詞 は翻 訳 され ず に省 略 され るか 、 その代 名詞 の指

示 してい る名詞 が 明示 的 に繰 り返 して 用い られ る こ

とが多 い とい われ てい ます。1文 を翻 訳の 単位 と し

て扱 う現在 の機 械翻 訳 では 、原 言語の代 名 詞 を 目標

言語 の対応 す る適 当な代 名詞 に翻 訳 し、実 際 にそ れ

が何 を指 すのか は、出力 された文 を読 む人 間 の推論

能力 に まかせ る しかあ りませ ん。 た とえば、以 下 の

例 を考 えてみ ま しょう。

 (7-1)Taro bought a new camera.

  (太郎 は新 しい カ メ ラを買 った。)

 (7-2)He likes it.

  (彼 は それ が気 に入 って い る。)

(7-2)に お い て、 「彼 」 が太 郎で あ り、 「そ れ」 が カ

メラで ある こ とは、文 を単位 と して翻 訳 して い る限

りわか りませ ん。(7-2)で は、"he"、"it"をそ れぞ れ、

「彼 」 、「それ」 と翻訳 して も人間 が読 め ば 「彼」 、

「それ」が何 を指 して い るのか わか るの でそ れほ ど不

自然 な訳 とはな りませ ん。しか し、代 名 詞が何 を指 示

してい るか に よ って 、訳語 が 大 き く影響 を受 け る場

合 があ ります。次 の例 は代 名 詞が何 を指 す かが 正 しく

解析 で きない と、正 しい 訳語 選択 がで きない例 です。

(9-1)Taro have a good camera.

 (太 郎 は 素 晴 しい カ メ ラ を持 って い る 。)

(9-2)He developed it.

 (彼 が そ れ(カ メ ラ)を 開 発 した 。)

(8-2)と(9-2)は まった く同 じ文で すが 、先行 す る文

によ って"it"の指 す対象 が異 な って います。 いず れ

の場合 も"it"を 「それ」 と訳 す こ とに問 題 はあ りま

せ んが 、 fit,が何 を指 すの か 正 し く解析 で きな い と、

"develop"の 訳 語選 択が 正 し くお こな え ませ ん
。 英

語 の"it"を ドイツ語 や フ ランス語 の代 名詞 に翻 訳 す

る場合 に も同様 な問題 が起 ります 。 英 語の"iピ'には

性 に関す る情 報が含 まれて い ませ んが 、 ドイ ッ語 や

フランス語 で は、代 名 詞 は性 によっ て違 い ます か ら、

"it"が男性 名 詞 を指 してい るのか
、女性 名 詞 を指 して

い るの か に よって代 名 詞 を選択 しな ければ な りませ

ん。さ らに、英 語の 冠 詞の「'a"と,theの使 い わけ、日本

語 の助 詞 「が」 と 「は」 の使 い わけ な ども文脈 の情

報 を参 照 しなけ れば、 正 しい選択 が で きませ ん。

Q:将 来 の機 械翻 訳 シス テム には 自然 言語 を 「理解」

す る こ とが必 要 な わけです ね。

A:も ちろ ん、 自然 言語理解 の技術 が 完全 な もの に

な れば理 想 ですが 、 その ため には長 い時 間 と多 くの

研 究 が必 要 で し ょう。 工学 的 な ウ:場に 立てば 、実用

上 許容 で きる程度 の翻 訳 を出力 す るに は どの よ うな

情 報が必 要 か、 ま たその よ うな情 報を得 るため には

どの よ うな解 析 をお こなえば よいの か とい うア プロ

ー チで研 究 を進 め る ことが重 要で しょう。その た め

には生成 され た訳文 を評価 す る手法 を確 、/.し、 どの

よ うな点が 訳文 の質 を落 して いるの か を分析 す るこ

とが必 要 です。 これ まで、機械翻 訳 に 限 らず 自然 言

語 処理 の分 野 で は生成技 術 に関す る研 究 はあ ま り盛

んで はあ りませ んで した。 しか し、 よ り質の 高 い機

械 翻訳 シス テム を構 築 する ため には、 これ か ら生 成

技術 の研究 が ます ます 重要 にな って くるで しょ う。

(8-1)Taro took a picture.

 (太 郎 は 写 真 を撮 っ た 。)

(8-2)He developed it.

 (彼 は そ れ(フ ィル ム)を 現 像 し た 。)

(東京工業大学 一L学部 徳永健伸)
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海外研究開発動向
一San Diego Report一

「機械翻訳評価 ワー クショップ」報告

九州工業大学情報工学部

       野村 浩郷

 国際機 械翻 訳 連盟(IAMT)と アメ リカ機 械翻

訳協会(AMTA)が 主催 した 「機 械翻 訳評価 ワー

ク シ ョップ(MT Evaluation Workshop/Showcase)」 は 、

機 械翻 訳評価 の 現状 と将 来 に関す る発表 と討論 及 び

機 械翻 訳 シス テムの提 示 を 目的 と して、米 国政 府 の

科 学基 金(National Science Foundation)よ り財 政 援助

を受 け、1992年11月2日 よ り3日 までの2日 間、米

国サ ンデ ィエ ゴの プ リンセス ホテル で開催 され た。

 ワー クシ ョップへ の参加 者 は、事 前登録 者がll3

名で、 その 内訳 は米 国の他 か らは 日本6名 、英 国3

名 、 カナ ダ3名 、ス イス2名 、ス ウ ェーデ ン2名 、

ル クセ ンブル グ1名 、韓国1名 であ る。 当 日参 加登

録 者 もか な りあ り、最 終的 に130名 ない し140名 くら

いの参 加者が あ った。 両 日 とも朝8時 半 か ら夕 方 ま

で興味 深 い発 表 と活発 な討論 が行 われた。 各講 演の

概 要 を収 め た薄 い資料 が配布 された 。 シ ョー ケース

は ワー クシ ョップの隣 の会場 で 開催 され 、ワー ク シ

ョップへ の参 加者 の他 に シ ョーケー スの みの見 学 も

有料 で 許 され てい た。

 ワー ク シ ョップの 閉会 式 では 、ア メ リカ機 械翻 訳

協会 会 長のDr. Muriel Vasconcellosに よ る開会宣 言

とアメ リカ機械 翻 訳協会 の現 状 の説 明、国 際機械翻

訳協 会 のProf. Makoto Nagaoに よる世界機械 翻 訳連 盟

設 立の経 過 と 目的及 び 日本機 械翻 訳協 会が ア ジア太

平 洋 機 械 翻 訳 協 会 と して 拡 大 さ れ た こ との 報 告 、

さ らに1993年 夏 に 日本 で開催 予定 のMT SUMMITIV

及 びTMIの 案 内と国際機 械翻 訳 連盟 が発行 してい る

News Letterについての紹介、ヨー ロッパ機械 翻 訳協会

会長 のProf.Margaret Kingに よる欧州 で 開催 した機械

翻 訳評価 に関す る二 つの ワー クシ ョップの報 告 と現

在 進行 中の評価 実 験の 紹介 があ っ た。さ らに、この機

械翻 訳 評価 ワー ク シ ョップのス ポ ンサで あ るNational

Science Foudationか らY, T. Chein氏 が祝 辞 を述べ

る と共 に、米 国 にお ける機械 翻 訳研 究の 支援状 況 に

つ いて紹 介 した。

 米 国のPro£Y. Wilksは 、米 国 におけ る機械 翻訳 評

価 は成 功裡 に進み つつ あ るが詳細 な評価 は将来 に待

た ねば な らない こ と等 を述べ た。 欧州 のProf. M.King

は 、欧州 にお け る機 械翻 訳 評価へ の取 り組 み状 況 と、

そ のた めの国 際協 力の必 要性 を述べ た。 欧州共 同体

委員 会(CEC)のDr. L. Rollingは 、 C E Cに お け

る機械 翻 訳評価 へ の取 り組 み状況 と今 後 の計 画 を説

明 した。

 機械 翻 訳評価 につい て、 日本電 子 工業振 興協 会 の

機 械翻 訳委 員 会が 進め てい る機械 翻訳 評価 基準 の 内

容の紹 介 、米 国のMITRE社 が 進 めて いる機 械翻

訳 シス テムの 評価 への取 り組 み につ いて の報 告が あ

った。 また、米 国 のDARPAが 進め て いる機械 翻

訳や文 書 か らのデ ー タ抽 出 につ いての 評価 の報 告が

い くつかあ った。機械翻 訳 の新 しい方向 に関 して 、米

国及 び英国 か ら技術 的 な講演 が行 われ た。 パ ネル討

論 で も、評価 に関 する いろ い ろな問題 点 、及 び今 後

の技術 開発 におけ る問題 点が 議論 され た。

 機械 翻訳 シス テ ム等 を開発 して い る企 業 や研 究 機

関等 によるそ れ ぞれ の 内部 評価 につ い ての紹 介が行

われ た。 また 、評価 を行 うため コーパ スや辞 書 の問

題 点や 開発 への 取 り組 み な どの紹介 もあ った。 日本

か らはJICSTとNTTか ら紹介 が あ った。

 機 械翻 訳 シス テ ムな どの展示 には、米 国 か ら11社 、

日本 か らシ ャープの1社 が参加 し、好評 で あ った。

                 (1993.2.9)
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翻訳の現場 か ら

                              o
機械翻訳時代の翻訳者の役碧 論 《

1'

 原 稿用 紙(実 はパ ソ コン)を 前 に機 械翻 訳 に つい

て あ らため て考 えて みた。締 切 が近 づ くと 「あ あ コ

ン ピュー タに原 稿 を読 み込 ませ る だけで翻 訳 が仕 上

が り、後 は コー ヒー を飲 み なが らの ん び りチ ェッ ク

す れば..な んて ことに な らないか な」 と想像 す る

こ とは よ くあ るが 、具体 的 な知 識 はほ とん どない。

 衛 星放 送で 「機械 翻訳」 とい う但 し書 きがつ い た

字幕 の ニ ュー ス を見 たこ とが あ るが 、 とて も楽 しい

頭 の体 操 にな った 。 とい うの は、 字 幕 の 日本 語か

ら、原 文 の英語 の輪 郭が は っ き り読 み取 れ、 自分 も

多 分 は こ う訳 出 してか ら、前 後 を考 えて もっ と適切

な単語 に変 え る とか、文 章の順 序 を動 かす か な とい

う プロセ スが次 々 と頭 に浮か ん で きたか らであ る。

で も、英語 を 日本語 にお きか え る とい う作 業 に 日頃

なや ま されて いる翻 訳者 と して は、行 間 にに じみで

てい る 翻訳機 の苦労 にす くなか らず 親近感 をお ぼ

え、 とて もひ とご とと思 え ない共感 を感 じた。

 そ んな こ とを考 えなが ら、 学生時 代 に読 ん だ とき

は文 の流 れがつ なが らず 、途 中で放 り出 し 「ジ ェー

ン ・エ ア」 の 日本語 訳 を もう一度読 んでみ た。 そ こ

には 、あ の機 械翻 訳 と同 じよ うにあ たか も英文 を読

んで いる気分 にな るほ ど 「英語 ら しい(?)」 日本

語 の文 章が あふ れ ていた 。で も翻訳 者 と しての 自分

も知 らず知 らず に同 じ間違 い をお か し、お 読み にな

る方 々 に迷惑 をか けてい る んだ ろ うな と反省 しき り

で 、 また して も途 中で放 り出 して しまっ たが..

 理科系 出身者 は科学 全般 に強 い とい う大 い なる幻

想? の おか げ もあ り、翻 訳 者 と して ラ ッキ ーなス

ター トが きれ た。小 説の登 場 人物 が何 を考 えて い る

のか、 この文 章の作 者 の意 図は 、 な どのい わゆ る

「現代 国語」 に高校 時代 あ ま り関心 が もてなか っ た

とい う単純 な理 由 で理科系 に進 んだ こ と もあ るが、

科 学的 文 章の翻 訳 の方が論 理 とい う強 い見 方が あ る

ため取 り組 み やす い。Native speaker以 外 の 人が書 い

た英文 は文法 的 ミス もあ り、文章 が完結 して いな い

もの さ えあるが 、 科学 的文 章の場 合 は、 資料 を調

べ 、文脈 をた どれ ばあ る程 度 自信 を もって著 者 の意

図 を推 測 し、翻 訳 の段 階 で文 章の 完成 を手伝 える と

い う楽 しみ も稀 にあ る(間 違 った楽 しみ か も しれ な

いが 〉 。著者 の独 りよが りで はな く、論理 をた どれ

ば必 ず 理解 で きる とい う手 ごたえが あ る。 また、同

じ意味 を表現 す るの に、 どの 「}葉、 どん な文 章 を選

ぶか に それ ほ どなや まな くて も、 事実 と論 理 とい う

強力 な助 っ人 の力 をか りて 忠実 な翻 訳 文が作 れ る と

い う心 強 さもあ る。

 もち ろん、科 学 的文 章が かな らず しも無味 乾燥 な

あ じわい の ない もので はな く、記憶 が違 わ なけ れば

ポー リング博士(ノ ーベ ル賞 受賞 の化 学 者)が 大 学

1年 生 向 け に書 い た教 科 書 の英文 は とて も美 し く、

人 間性 が に じみ で る ような香 り高 い文 章だ った と思

う。同 じテーマ で も、 書 き手が違 う とまっ た く趣 が

違 う。翻 訳 者 も正確 さに くわえて香 り高い文 章が 書

ければ 一人 前 にな れるの だ ろ うが 、むず か しい作 業

で あ る ことは毎 日痛感 させ られて いる。

 それ とは矛盾 す るが 、遠 くない将 来 に機 械 が大 き

な力 を発揮 する ように なる と思 う。特 に科学 的文 章

で は。 た だ し、 入力 す る文 章はで きる だけ短 く区切

る、意味 に曖昧 さのな い文 章であ る こ とが必 要 にな

ろう。 これ は言 葉 と しての美 しさを損 な うの で は、

とい う不 安 もあ るが 、 ボー ダ レス時代 の膨 大 な情 報

を言語 の壁 をこえ て活用 す るには機械 翻 訳は不 可欠

であ り、 そのた め には言語 その もの を翻 訳 しやす い

構 造 に変 え ざる をえな い状 況 が生 まれ るか も しれ な

い 。多少 の(こ の表 現 には 異議 があ るか も知 れな い

が)犠 牲 を払 って も、充分 その意義 があ る時代 にな

るのか も しれな い。

 あ ま りうれ し くない予測 で はあ るが、翻 訳者 は将

来 、機 械が 理解 で きる よ うな文章作 りを助 け る イ ン

ター フ ェースの役 割 に甘 ん じる こ とに なるの だ ろ う

か。

      著 者 の 経 歴

お茶の水女子大学理学部化学科卒業。 三菱 レ

ー ヨンに勤務 した後
、現在は、フリーランス

の翻訳者 として、科学、医学 ・薬学、経済等

の翻訳を手がける。
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lAMT理 事 会報 告       国際 機械 翻訳 連

盟(IAMT)の 理 事会が サ ンデ ィエ ゴで開催 され たMT評

価 ワー クシ ョ ップ時 に併せ て開催 され た。会議 で は長

尾 会 長 よ り連盟 事業 の総括 報告 、監査 よ り収 支報 告が 、

また各 地域機 械翻 訳 協会 の活動 報告 が行 われ た。

AMTA(ア メ リカ機械 翻 訳協会)「機械翻 訳 に関す る

研 究 、評価及 び普及 を 目的 と した協 会の 目的変 更 、非

営 利 団体 として の認 可が あ った」 との 報告 。現在 の会

員 は239件 、内12法 人2団 体 が含 まれ て いる。会員動 向

とMT関 連活 動 を ま とめ た年鑑 「MTイ エ ローペ ー ジ」の

発行準 備が 進め られ て いる。

EAMT(欧 州機 械翻 訳協 会)現 在 の会 員数 は80件 内

7法 人14団 体 が含 まれる 。93年 は 「辞 書 と機 械翻 訳」

(4月 ハ イデルベ ル グ)「 ブルガ リア機械 言語学 サマ ー

ス クール」「第2回 評価 者 フォーラム」の}三催 を予定。又

MT Summit Vの 候補 地 にノリッチ、ブ リュ ッセ ルが 上げ

られ てい る との こと。

IAMT編 集長(J,Huchins)の 指揮 の も とに、 MT年 鑑

(MT Dictionary)の 編集 が進 め られてお り、7月 のMT

Summit VIに 間 に合 う ように刊行 される 予定。

TMl'93に 協賛     自然 言語処 理 学会 主

催 の 「TMI'93」 が7月14～16日 に京都 国際 交流 会館 で

開催 され る。(詳細 は 表2広 告欄 参照)メ イ ンテ ーマ は

「次 世代 の機 械翻 訳」であ り当協会 とも密 接 な関係 に

あ るため協 賛、協力す る事に な った。

利用技 術研 究会         AAMT利 用技

術研 究 会 は1月20日 に準備 会議 を開催 し、本格 的 な研

究開始 の ための 方向付 けを行 った。当面 シス テム の プ

ロセ ス管理 、ユ ーザ辞 書 の品質確 保 、文書処 理 に係 わ

る諸問 題 の3つ の切 り口か ら実 態調査(ア ンケー ト)

を行 い、問題 点 の把握 と解 決法 を研 究 してい く。次 回

は2月19日 開催 す るが 、テクニカルライティングの ヒア

リング もあ わせ 実施 の予定 。

工 業英 話検 定試 験           文 部省 認定

の工業 英語検 定 試験が5月23日 に実施 される。これ は

テ クニ カ ル ラ イ ター の基礎 か ら実務 レベ ル までの実

力 を判 定す る もので 申込締 切期 限 は4月26日 、申込先

は 日本 工業 英語協 会 へ(aO3-3434-2350)
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VLKB会 員募 集      (財)京 都 高度 技術

研究所では91年度 より活動 を行 ってい る大規模知識ベー

ス構 築 プロジェ ク トの 一一環 として93年 度 は次 ぎの2つ

のテ ーマに関 して プロジェク ト参加 企業 を募集 中です。

1知 識 コ ミュニ テ ィプ ロジェ ク ト

2エ キス パ ー トシス テム構 築支援 プ ロジ ェク ト

本件 にご関心 の ある方 、参加 希望 の方 はF記 へ

京都 市 下京 区中 堂寺南 町17京 都 リサ ーチ パ ー ク内

(財)京 都 高度 技術研 究所VLKB事 務局(担 当北尾)

(aO75-315-8652 FAX O75-315-2898)

EDR成 果発表 会      (株)日 本 電 子化辞 書

研 究所 では基盤 技術 研 究促 進セ ンターの後 援 を得 て3

月18日 に「ホ テル イース ト21」(東 京都 江東 区東 陽町

6-2)で研 究成 果発 表会 を開催 す る。この発 表会 で は「こ

れ か らの 言語処 理」と題 してAAMT長 尾 会 長が講演 を

行 う他 単語辞書 、概 念辞 書 、対 訳辞 書 、共起 辞書 、運 用

支援 シス テ ムな どの成 果説 明や デモ ンス トレー シ ョ

ン、パ ネル討論が行 われ る。参加費 は無料 。問合せ先 は

東京都 港 区 三田1-4-8三 田国際 アネ ックス

(株)日 本電 子化 辞書研 究所 成 果発 表会 担 当 まで

(aO3-3798-5521 FAXO3-3798-5335)

ReadyPenデ モ    富士通 で は英文 ビジ

ネス レター作成 支援 シス テムReadyPen VO2に 加 えて

光 デ ィス クで動 作 す る コンパ ク トなMO版 を発 表 した

が 、(新製 品紹 介欄 参照)テ レフ ォンカー ド付 きア ンケ

ー トを実 施 中 。また デモ ンス トレー シ ョンの 希望 が

あれ ば連絡 を してほ しい との事 であ る。

東京都 大 田 区新 蒲 田1-17-25(情 報処 理 シス テ ム ラボ)

富士 通(株)SEA'青 報イヒ推 進音匠(aos-3737-3235)

DEFO参 加募 集      (財)京 都 高度技術 研

究所 で は産 学 交 流 の場 と して 「デ ー タエ ン ジ ニ ア

リングフォーラム」(略称DEFO)を92年6月 よ り開 催 、

オブ ジ ェ ク ト指向 デ ー タベ ー ス等 新 しい研 究分 野 の

チ ュー トリアルや デ ー タモ デ ル の標 準化 問題 等 の意

見交換 を行 ってい る。現在93年 度 の法 人会員(年 会費

20万)を 募集 中。問合 せ先 は上 記の所 へ。

・… ☆ ☆ ☆ ☆ ☆



 委 員会 活 動 状 況 報 告

●運営委員会11月13日   臨時理事会開催結果報告 海外会員募集について 各委員会報告等

      12月10日   IAMT会 則の確認 日経新聞出稿について 翻訳フエア準備状況報告等

      2月3日   TMI協 賛名義 TMI協 賛金支出 IAMT収 支報告び会費支払いについて他

●翻訳フエア実行委員会(企画広報委員会)

      11月5日   展示会小間割抽選 展示要綱説明

      11月9日   開催案内等印刷物内容検討 講師依頼状況確認

      11月27日    会場準備状況確認 看板等展示物確認検討

      12月1日   参加申込状況確認 招待基準検討 司会者等決定

●システム評価研究会

      11月26日   翻訳困難例文の云い換え例研究 翻訳困難文の分類

       1月7日       全  上       全  ヒ

       2月4日   翻訳困難例文の分類と取りまとめ 今後の方向づけ

●システム利用技術研究会

      12月3日   研究会の方向付け検討 WG幹 事候補の検討

       1月20日   研究方向の検討 幹事の役割分担

●ジャーナル編集委員会

      11月27日   英文版発行対策 AAMT2号 編集方針 IAMTニ ューズレター対応他

       2月5日   投稿規定、査読規定検討 AAMT3号 編集方針 機関誌方針の確認

●MT-Su㎜ 畷 示委員会

      12月10日   展示要綱の検討 出展要請社のリストアップ 海外出展社の要請、検討

●MT-Summ砿 報委員会

       1月19日    参加動員策の検討 動員依頼状の検討 協賛依頼先の確認

●MT-Summitプ ログラム委員会

      11月10日   プログラムの検討 講師依頼 司会者の検討

       2月1日   プログラムの修正 講師引き受けの確認 プロシーディングの検討

●MT-Summit実 行委員会

      11月13日   収支予算案の検討 補助金の見通し 参加予定者の見積

      12月10日   収支予算の検討 参加料の検討

会 員 の住 所 変 更

(株)十 印 (新住所)〒105東 京都港区芝1-12-8十印ビル(MT部103-3455-8716FAXO3-3455-8364)

新 会 員 の 紹 介

KIM GIL CHANG

JONG-HYEOK LEE

KHE-YIHSU

WULINGFEI

片 田 江 久 男

森   誠

小 川 浩 平

佐 々木 由紀子

本 郷 保 夫

伊 東 昌 高
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第4回 機 械 翻 訳 サ ミ ッ ト プ・グラム(TENTATIVE)

7月20日(火)

10:00開 会 式  開 会挨拶        長尾 真(IAMT会 長、サ ミッ ト組織 委員 長)

          挨  拶        通 商産業省 機 械情 報産 業局

10:15基 調 講 演             長尾 真(京 都 大学教授)

11:00招 待 講 演 「機 械翻 訳 技術 の最新 の動 向」

                     J.Hutchins(英 ・イー ス トア ング リア大)

12:00昼  食

13:30ビ ッグプ ロジ ェク ト「多言語 機械 翻訳 」 (財)国 際情 報化協 力 セ ン ター

15:30パ ネル デ ィス カ ッシ ョン「機 械翻 訳技術 の 将来」

                     座 長 内 田裕 士(株)富 士通研 究所

18:30歓 迎 レセ プシ ョン

7月21日(水)

9:00ビ ッグ プ ロジ ェク ト「自動翻 訳電 話」  榑 松 明(株)ATR自 動翻 訳電 話研 究所

9:40ビ ッグ プ ロジ ェク ト「Verb Mobil」   W.Wahister(独 ・ザ ル ブ リッケ ン大)

10:20コ ー ヒー ブ レー ク

11:00ビ ッグプ ロジ ェク ト「EC Language Project」

                      L.Rolling(EC委 員会代 表 部)

12:00昼  食

13:30招 待 講演 「機械翻 訳利 用 技術 の現 状」  M .Vasconcellos(米 ・機械 翻訳 コンサ ル タ ン ト)

14:30コ ー ヒブ レー ク

15:00パ ネル デ ィス カ ッシ ョン「機械翻 訳の評 価法 」座長M .King(ス イス ・ジ ュネー ブ大)

18:30バ ンケ ッ ト(有料)

7月22日(木)

9:00ビ ッグ プ ロジェ ク ト「コーパ ス プ ロジ ェ ク ト」

                     M.Libe㎜(米 ・ペ ンシルバ ニ ア大)

9:40ビ ッグ プ ロジェ ク ト「電子化 辞 書」   (株)日本 電 子化 辞書研 究所

12:00昼  食

13:30招 待 講演 「電子化 辞書 か ら大規模 知 識ベ ースへ 」

                     横 井俊 夫(株)日 本電 子化 辞書研 究所

14:30コ ー ヒー ブ レー ク

14:45パ ネ ルデ ィス カ ッシ ョン 「国際協 力」  座長 田 中穂 積(東 工大)

16:30閉 会 式 次 回開催 地 の決 定

        サ ミッ ト宣言

AAMTジ ャ ー ナ ルNo.2
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International Cooperation for Global Communication
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開
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開 催 日 程
7月20日 ～22日

7月19日10～14時

7月19日14～18時

7月19日14～18時

7月19日18:30～

7月20日18:30～

7月19日 ～22日

機 械 翻 訳 サ ミ ッ ト(詳細 は24頁 参 照)

テ ク ニ カル ツ ア ー 「ATR自 動 翻 訳 電 話研 究 所 」見 学

ワ ー ク シ ョッ プ 「シ ソー ラス 」

チ ュ ー トリ アル 「機械 翻 訳 の 使 用 法 」

ウエ ル カ ム レセ プ シ ョン

バ ンケ ッ ト(有料)

機 械 翻 訳 シ ス テ ム及 び 関 連 商 品展 示 会

参 加 料 金

参 加 人 員

機械翻訳サミッ ト

 4月末日迄に申込み入金の場合        30,000円

 5月1日 以降の申込み入金      40,㎜ 円

 AAMTJEIDA会 員は、開催 日まで30,㎜ 円と期間メリッ ト適用

ワークショップ、チュー トリアル    各10,㎜ 円

バンケット           15,㎜ 円

テクニカルツアー ・ウエルカムレセブシ ョン,展示会は入場無料

機械翻訳サ ミット               300名

ワークシ ョップ,チュー トリアル        各100名

テクニカルッアー        (バス乗車定員有 り)

     (満員にな り次第締切る事があ ります)

主 催 アジア太平洋蝋 翻訳協会(AAMT)
   (社)日本電子工業振興協会(JEIDA)

後 援(予 定)通 商産業省(MITI)

協 賛(予 定)情 報処理振興事業協会 (財)情報処理事業開発協会

       (財)国際情報化協力センター (財)大阪科学技術センター

       (財)関西情報センター (社)情報処理学会 人口知能学会

       計量国語学会 (社)電子通信学会 自然言語処理学会

       日本ソフトウェア科学会 日本認知科学会 他関係団体
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